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日本における 2017（平成 29）年 3 月時点の総人口は 1 億 2,677 万人［注 1］で、携帯電話回線
の契約数は 1 億 6,273 万契約である［注 2］。携帯電話回線契約数は総人口の約 1.3 倍であり、携帯
電話［注 3］は生活者にとって最も身近なモノのひとつと言える。
日本電信電話公社（以下、電電公社）は、1970（昭和 45）年の日本万国博覧会において携帯電話
の試作機［注 4］を展示し、1979（昭和 54）年に自動車電話サービスを開始した。1985（昭和 60）年、
電電公社は民営化され日本電信電話株式会社（以下、NTT）となった。同年、NTT は車外へ持ち出
して使える電話機としてショルダーホン 100 型を発売した。1987（昭和 62）年、NTT は日本初の
携帯電話 TZ-802B を発売した［注 5］。初号機 TZ-802B は重量約 900g、正面投影面積約 75.6㎠、
携帯して持ち運べる電話機として開発され、商品名は「携帯電話」であった。
携帯電話は、持ち運びが容易な小型であることが求められた。2004（平成 16）年発売の premini











究対象は、TZ-802B を携帯電話初号機とし、株式会社 NTT ドコモ（以下、NTT ドコモ）が発売した













1） 　人口推計 ( 平成 29 年 3 月確定値 )、総務省、2017 年 8 月 21 日
2） 　携帯電話回線契約数、一般社団法人電気通信事業者協会、2017 年 3 月
3） 　本論で「携帯電話」とは、通信サービス、端末、及びすべてのシステムを指す。
4） 　携帯電話の試作機：資料 0-1、参照
5） 　重要科学技術史資料（未来技術遺産）第 00122 号、国立科学博物館、2013 年 9 月 10 日
6） 　NTT ドコモ、報道発表資料『「premini（プレミニ）」を発売 - 世界最小の i モード対応携帯電話 -』、2004














　　 ティ・ティ・ドコモ九州も NTT ドコモとみなす。
3序章
1.　研究の目的


































電源公社の民営化により 1985（昭和 60）年に NTT が誕生し、電話機に「ハウディ」のブランドが
つけられ、複数の機種が発売された旨の記述がある。そのひとつである「ハウディ・スリムタイプ」
にはディスプレイが搭載され、時計や入力した電話番号の表示が可能となっている。ディスプレイは












④「移動機・携帯機の研究開発 ムーバの開発に至る経緯と今後の展開」『NTT DoCoMo テクニカ
ルジャーナル VOL.2 NO.3』（卜部・室田、NTT ドコモ、1994）
1991（平成 3）年に発売された携帯電話ムーバに至る研究開発の足跡を、自動車電話の研究開発
の始めから概説している。卜部・室田は NTT ドコモの研究開発部にてムーバの開発に携わっている。
1979（昭和 54）年に発売された自動車電話初号機 TZ-801 は車載機としても大きすぎるとの記述が
あり、1982（昭和 57）年に発売された自動車電話 TZ-802 は、TZ-801 と比較して大きさ 1/4、重
量 1/3、消費電力 1/2 となり携帯機サービスの実現が見えてくるとの記述がある。1985（昭和 60）
年にショルダーホン TZ-802A（100 型）が発売、1987（昭和 62）年に携帯電話 TZ-802B が発売さ
れているが、型番から自動車電話 TZ-802 の展開であったことが推測できる。
ムーバの設計条件として、通話品質・接続品質・サービスエリア・携帯性・持続性・通話性・操作
















⑥「PDC 方式ディジタル携帯電話 P205 シリーズ」『Matsushita Technical Journal Vol.44 No.6』（中村・
松尾・北村、松下電器産業株式会社、1998）




信、独自機能、ドコモ機能の 11 個が挙げられているが、UI は主要仕様には挙げられていない。また、
開発のポイントとして、小型軽量・長時間通話など基本性能の更なる追求、機能の充実、生産性の向
上、実使用時の感度など市場品質の向上の 4 つが挙げられているが、UI はポイントとして挙げられ
ていない。P205 のハードウェア構成としては無線部と制御部に分類され、無線部は共用器部、送信
部、送信変調 IC、受信部、シンセサイザ部、アンテナ部の 6 つに、制御部はマイコン ASIC 部、音声
ベースバンド部、電源・充電制御部、マンマシンインタフェース部の 4 つに分類されている。UI はハー
ドウェア構成における制御部のマンマシンインタフェース部に属していることが確認できる。またソ
フトウェア構成については記述がなく、開発の注力ポイントがハードウェアにあることが推測できる。
⑦「i モードサービス特集」『NTT DoCoMo テクニカルジャーナル VOL.7 NO.2』（榎・松永・花岡・金重・
萩谷・大久保・矢倉・菊田・矢部・千葉・中土・佐々木・大関、NTT ドコモ、1999）
1999（平成 11）年にサービスが開始される「i モード」を、i モードサービスの概要、メディアコ
ンセプト、ネットワーク方式、i モードサーバ、マイクロブラウザ搭載デジタル・ムーバの 5 つの観
点から述べている。榎らは NTT ドコモでサービス／端末開発に携わっている。i モードサービスの概
6要では「話すケータイから使うケータイへ」というコンセプトを示し、インターネットと携帯電話の
融合を目指す旨の記述がある。i モードサービスの主要 4 要素として、i モード携帯電話、パケット網、
i モードサーバ、コンテンツが挙げられている。i モード携帯電話（501i シリーズ）は「207 シリー
ズの機能に加え、9,600bit/s パケット通信機能およびブラウザ（閲覧ソフト）が搭載されている」と
し「HTML のテキストが読めるタイプ」としている。液晶画面が大きい方が良いという議論があった、
としながら「あくまでも従来の携帯電話機の顔付きに固執し、画面の大きさは、全角で横 8 〜 10 文字、
縦 6 〜 10 行とした（中略）501i シリーズは 100% 携帯電話の顔であり、決して携帯情報端末でも
なければ PC でもない」としている。i モード登場以前にも PDA タイプの携帯電話が発売されていたが、
特殊なカテゴリの情報機器ではなく、一般的な携帯電話として認知されることを目指したことが確認
できる。
⑧「デジタル・ムーバ N501i の開発」『NEC 技報 Vol.52 No.10』（工藤・水崎・甲木・林・片岡・小林、
日本電気株式会社、1999）






ることが確認できる。また「1 画面で表示できる文字数は（中略）10 文字 10 行で、メール表示時
には（中略）195 文字を表示するマルチフォント機能」との記述があり、⑦との比較から N501i は
501i シリーズで表示文字数が最大であることが確認できる。
⑨「高機能 i モード携帯機特集」『NTT DoCoMo テクニカルジャーナル VOL.9 NO.1』（高木・千葉・矢崎・
平児玉・笹原・堤・千葉・大関・山田・大井・平松・井上・徳田・矢倉・樋口・安澤・浜部・神下、
NTT ドコモ、2001）
2001（平成 13）年発売の i アプリサービス対応初号機 503i シリーズについて述べている。高木








7⑩「IMT-2000 サービス特集（1）（2）（3）」『NTT DoCoMo テクニカルジャーナル VOL.9 NO.2 NO.3 
NO.4』（永田・入江・森田・高木・村瀬・村田・澤井・尾上・山本・高木・柚木・奥村・萩原・安澤・
安部・山口、NTT ドコモ、2001）
2001（平成 13）年 5 月に試験サービスを開始した第 3 世代移動通信方式 IMT-2000（サービス名
称：FOMA）について述べたものである。IMT-2000 には国際ローミングの実現、モバイルマルチメディ
アの実現、パーソナル・サービスの実現の 3 つの目標があるとし、それぞれ、1 台の携帯電話で世界
中どこでも通信可能、プライベート／ビジネス／公共領域での多様なサービス、加入者／トラヒック
増大への対応を挙げている。ユーザへの提供価値として SMS、マルチアクセス（通話中の i モード利






2002（平成 14）年までの携帯電話の UI 変遷について述べたものである。UI 変遷を胎動期（1979








日本の携帯電話 84 機種、ヨーロッパの携帯電話 41 機種のインタフェースを比較した研究である。
携帯電話のインタフェースをスクリーン、キーパッド、GUI、ワークフローの 4 つの側面にわけ分析













変化や、マナーキーの登場、カーソルキーの登場、PDA タイプの登場、二つ折り型の展開（回転 2 軸式）
など様々なトピックに触れている。本論は時系列に沿った網羅的な変遷を追うものであるので、参考
情報として扱う。
⑭「FOMA 端末ソフトウェアプラットフォーム "MOAP" の開発」『NTT DoCoMo テクニカルジャーナ
ル VOL.13 NO.1』（辻・大野・齊藤、NTT ドコモ、2005）
複数のメーカやソフトウェアベンダが、携帯電話のソフトウェア開発において共通に使用できる




発効率が上がり QCD の向上を図ることができるとしている。MOAP では Linux と Symbian の２つ
の OS を採用し、MOAP（L）と MOAP（S）を構築している。ミドルウェアとしてウインドウやボタ
ン、リストボックスなどの GUI 機能に加え、10 キーとカーソルキーだけで十分な操作性を実現する
ために、操作キー長押しなど携帯電話特有の操作に対応した機能提供も行うとしている。MOAP は









3 段階の急速な変化期と、3 段階の安定的発展期で構成された 6 段階の時期としている。具体的に
は、未発展期（黎明期）：1979 〜 1994 、急速的な普及拡大期：1994 〜 1996、安定的普及拡大期：
1996 〜 1999、急激な発展期：1999 〜 2001、スペック競争時期：2001 〜 2003、デザイン革新
9期：2003 〜現在（2005）としている。また、操作キーに関しても言及があり、キー配置の未定着期：
1979 〜 1996、キー配置の形成期：1996 〜 2000、キー配置の完成期：2000 〜 2003、キー配置
の変形期：2003 〜 2005 の 4 段階としている。携帯電話における UI デザイン変遷を研究する上で、
ひとつの見方として参考としたい。
⑯「移動端末用ソフトウェアプラットフォーム “MOAP” の拡充」『NTT DoCoMo テクニカルジャーナ
ル VOL.14 NO.1』（吉澤・市川・古月、NTT ドコモ、2006）
⑭で触れたプラットフォームの拡充について述べている。拡充として OS の拡充、UI フレームワー
ク改善、試験ツールの充実の 3 つ、新規サービス拡張としてプッシュトーク、i チャネル、国際ロー
ミング、回線交換・パケット交換分離規制機能、通信中の音声電話・TV 電話切替機能の 5 つに対応
し FOMA902i シリーズに適用したとしている。UI デザイン変遷に関係するところは UI フレームワー
クの改善である。UI フレームワーク改善は GUI の部品の機能拡張（背景透過や画像貼付など）によ
りメーカごと端末ごとにビジュアルとして特徴が出しやすい仕組みを用意したとしている。
⑰「移動通信端末・携帯電話技術発展の系統化調査」「公衆移動通信システムの技術発展の系統化調査」







や電源 IC、無線送受信回路 IC などのハードウェアも含んだプラットフォームとして FOMA905i シリー
ズに採用されているとしている。拡張方針の一つとしてグローバル対応が挙げられ、（3G だけでなく）
2G の GSM ／ GPRS への対応を行ったとしている。⑭⑯と同様、プラットフォームの共有化と UI の
関係についても考察を行う。
⑲「移動端末ソフトウェアプラットフォーム「オペレータパック (OPP)」の開発」『NTT DoCoMo テ
クニカルジャーナル VOL.18 NO.2』（西村・古月・松本・服部・古屋、NTT ドコモ、2010）
⑭⑯⑱で触れたプラットフォームの拡張について述べている。携帯電話の機種やサービスバリエー
ションの拡大と同時に、国内市場の成熟や携帯電話出荷数の減少などの市場の変化により、さらなる
開発効率化が求められているとしており、MOAP に加え i モードや i アプリなど NTT ドコモのサー
ビスを実現するソフトウェアをパッケージ化したプラットフォームとし「オペレータパック（OPP）」
と呼称したとしている。MOAP 同様に Linux 向けの OPP（L）と Symbian 向けの OPP（S）を用意し、
10





て本論との直接的な関連は少ないが、「第 4 章 携帯電話の進化の可視化」において「携帯電話端末が
時系列にどのように進化したかを明確」するとしており、この部分のみを先行研究として位置づけた。












㉒「NTT ドコモの携帯電話における UI デザイン変遷（1）（2）」『芸術工学会誌 No.72、No.74』（永野・
増成、芸術工学会、2016-2017）
拙論、「NTT ドコモの携帯電話における UI デザイン変遷（1）」が初号機と最新機種に共通する操
作キーの変遷について論じたもの、「NTT ドコモの携帯電話における UI デザイン変遷（2）」が初号
機では搭載されたが最新機種では削除された操作キーの変遷について論じたものである。2015（平
成 27）年発売の P-01H を最新機種とした 528 機種を対象としている。528 機種にはビジネスケー
タイと呼称される法人向け携帯電話 7 機種が含まれている。本論では、2016（平成 28）年発売の
2 機種を追加、一般ユーザ向けでないビジネスケータイを対象外とし、P-01J を最新機種とする 523
機種を対象とする。
3.　研究方法と対象













本研究では、アナログ方式の携帯電話を第 1 世代、デジタル方式（PDC 方式、GSM 方式、北米
TDMA 方式など）の携帯電話を第 2 世代、国際標準規格である IMT-2000 に準拠した方式を第 3 世
代とし、第 3 世代については 3rd Generation の頭文字をとって 3G と呼称する。同様にアナログ方
式は 1G、3G 以前のデジタル方式は 2G と呼称する。




調査対象は 1987（昭和 62）年から 2016（平成 28）年にかけて発売された 523 機種とする。初


































本論における研究の構成を図 0-1 に示す。第 1 章で NTT ドコモの携帯電話の変遷について概観す
る。第 2 章で携帯電話の初号機と最新機種を比較し、共通する操作キー、削除された操作キー、追
加された操作キー、追加後に削除された操作キーに分類し、それぞれの変遷について第 3 章、第 4 章、
第 5 章、第 6 章に記す。























































































1） 　NTT ドコモの回線契約者数は 2017（平成 29）年 6 月で約 7,511 万契約、シェア 46.0%
　　 事業者別契約数、TCA 一般社団法人電気通信事業者協会、2017
2）　スマートフォン：本論では、3G 以降の通信方式に対応し、OS に Windows、BlackBerry、Android、iOS を採用したも
　　のをスマートフォンとする。ドコモケータイで OS に Android を採用したものはスマートフォンとしない。
3）　PDA：本論では、2G 以降の通信方式に対応し、PIM 機能を訴求し、タッチパネルもしくはフルキーボードを有する機












































































図 1-1 に、NTT ドコモの携帯電話 523 機種の発売推移を示す。523 機種の内訳は、1G が 23 機種、
2G が 222 機種、3G 以降が 278 機種である。1987（昭和 62）年の携帯電話初号機 TZ-802B 発売後、
各年の発売機種数は増加傾向を示し、携帯電話が自由化された 1994（平成 6）年に初めて二桁を超
え 12 機種発売となる。2008（平成 20）年に 48 機種発売で最多となるが、2009（平成 21）年以
降は発売機種数が減少に転じている。
図 1-2 に、NTT ドコモの携帯電話 523 機種及びスマートフォン 178 機種の発売推移を示す。初の






























































導入期 普及期 成熟期 衰退期
図 1-3　NTT ドコモにおける携帯電話の導入期、普及期、成熟期、衰退期
図 1-2　NTT ドコモにおける携帯電話及びスマートフォン発売機種数の推移
成 20）年に発売された。同年、ソフトバンクから iPhone3G が発売されている。図 1-2 から、2009
（平成 21）年以降の携帯電話発売機種数の減少とスマートフォン発売機種数の増加が確認できる。よっ
て本論では 2009（平成 21）年以降を携帯電話の衰退期とする。
図 1-3 に、NTT ドコモにおける携帯電話の導入期、普及期、成熟期、衰退期を示す。本論では、
導入期を携帯電話発売年の 1987（昭和 62）年から 1993（平成 5）年まで、普及期を携帯電話自由
化開始の 1994（平成 6）年から 2000（平成 12）年まで、成熟期を 3G 開始の 2001（平成 13）年




日本における移動通信の始まり［注 3］は 1953（昭和 28）年 3 月 30 日、横浜港から出港したイ
ギリスの客船「プリンセス・ウィルソン号」に乗船していた記者が無線による港湾船舶電話サービス
を使ってニュースを伝えたものであった。日本の移動通信は船舶通信から始まった。同年 2 月 1 日
には、日本初のテレビ本放送が NHK によって東京地区で開始され、同年 8 月には日本テレビ放送網
により初の民間テレビ放送が開始された。移動通信とテレビは時期を同じくして誕生した。
1957（昭和 32）年 10 月 1 日、近畿日本鉄道の大阪 - 名古屋間を走る特急「ビスタカー」におい
て列車公衆電話サービスが開始された。日本国有鉄道（現・JR）では、1960（昭和 35）年 8 月に
東海道本線の特急「こだま」「つばめ」（151 系）で、1964（昭和 39）年には東海道新幹線にて列車
公衆電話サービスが開始された。船舶通信も列車公衆電話も移動通信ではあるが携帯型ではない。
1968（昭和 43）年 7 月 1 日、日本電信電話公社（以下、電電公社）による無線呼出サービス「ポ








機は無線 1 チャンネルのみを有し、1 台ずつ異なる送受 2 波の無線周波数が割り当てられ、対応す
る基地局の送受信機が同数設置されていた。その構成は現在のコードレス電話機の子機と親機の関係
に近く、NTT 技術資料館［注 5］の展示では「大阪万博コードレス電話」と表記されている。
1979（昭和 54）年 12 月 3 日、電電公社による自動車電話サービスが東京 23 区で開始された。
自動車電話初号機（図 1-4）は大きさ約 6,600cc、重量約 7kg であった。サービス開始半年後に電電
公社が行った調査［注 6］によると、自動車電話が設置されている乗用車車種の内訳は日本車 1,620
図 1-4　自動車電話初号機 図 1-5　ショルダーホン初号機 100 型
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台、外国車 1,037 台で、日本車のトップ 3 はクラウン、セドリック、プレジデント、外国車はベンツ、
キャデラック、リンカーンであり、ユーザは企業幹部や医師、マスコミ関係者が多かったとしている。
1985（昭和 60）年 9 月、NTT から車載・携帯兼用型自動車電話「ショルダーホン」が発売され
た。車から取り外して持ち歩くことが可能となり、携帯電話の前身と言える。ショルダーホン初号機




1987（昭和 62）年 4 月、NTT から日本初の携帯電話 TZ-802B（図 1-6）が発売された。TZ-
802B の大きさは約 500cc、重量約 900g で携帯が可能な機器となり、商品名も「携帯電話」で訴求
された。TZ-802B は同年公開された映画『私をスキーに連れてって』に登場し、日本映画に初めて
登場した携帯電話である。
1989（平成元）年 2 月、NTT から携帯電話 2 号機 TZ-803B（図 1-7）が発売された。2 号機の
大きさは約 400cc、重量は約 640g で、初号機と比較して大きさは約 80%、重量は約 72% である。
初号機の製造メーカは松下通信工業株式会社（以下、パナソニック）と日本電気株式会社（以下、
NEC）の 2 社、2 号機の製造メーカはパナソニック、NEC と三菱電機株式会社（以下、三菱電機）の
3 社であった。2 号機までの携帯電話はメーカが異なっても同じデザインであった。
1989（平成元）年 4 月、アメリカのモトローラ社が大きさ約 211cc、重量約 303g の携帯電話「マ




NTT ドコモの社史によると、マイクロタックの対抗として「1991 年 9 月頃を目途に、体積 100
〜 150cc の新機種を商用化する［注 7］」という目標を元に超小型携帯電話の開発プロジェクトがス




よう方針転換がなされた。また TZ-803B まではメーカから NTT が均等に製品を発注していたが、製
品の売行きに応じて発注量を変えるよう方針転換がなされた。いずれもメーカ間の競争を促進し小型
化を進めるための方策であったと推測できる。
1990（平成 2）年 12 月 5 日、試作機 TZ-804 が発表された。試作機は 4 機種で、平均体積約
150cc、平均重量約 230g で世界最小・最軽量（当時）であった。1991（平成 3）年 4 月 1 日、TZ-
804 は商品名「ムーバ」（図 1-9）として発売された。ムーバの製造メーカはパナソニック、NEC、
三菱電機、富士通株式会社（以下、富士通）の 4 社で、ムーバ P（パナソニック）、ムーバ N（NEC）、
ムーバ D（三菱電機）、ムーバ F（富士通）のように製造メーカを示すアルファベットを末尾につけ
る商品名となった。ムーバは入手まで 2 〜 3 ヶ月待ちとなるほどの人気となり 1991 年度の契約者
純増数は 29.7 万、累計契約者数は 84.6 万に至った。
表 1-1 に初号機、2 号機、ムーバシリーズの形状・サイズ・重量の比較を示した。初号機 TZ-802B（表
1-1 の①）から 2 号機 TZ-803B（表 1-1 の②）への変化と、2 号機 TZ803B から 3 号機であるムー
バ 4 機種（表 1-1 の③④⑤⑥）への変化を比較すると後者の変化が大きいが、マイクロタック対抗
が要因であったことが推測できる。
卜部・室田の『ムーバの開発に至る経緯と今後の展開』［注 8］によると、ムーバは外観デザイン
を 3 タイプに定めて開発したとの記述が確認できる。タイプ 1 は持ちやすさを追求するもの（手にすっ
ぽり収まる小ささを追求するもの）、タイプ 2 が運搬性を追求するもの（手へのなじみよりも薄さに
重点をおく）、タイプ 3 が通話時の快適性を追求するもの（送話口と受話口の距離を十分とることに
図 1-8　マイクロタック（手前）と TZ-803B（奥） 図 1-9　ムーバ初号機
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重点をおく）とされ、タイプ 1 がムーバ P（表 1-1 の③）とムーバ F（表 1-1 の⑤）の二機種、タイ
プ 2 がムーバ D（表 1-1 の⑥）、タイプ 3 がムーバ N（表 1-1 の④）に該当する。このことからムー
バは、商品ラインナップとしてユーザニーズに応え、かつ、ラインナップ 4 機種でマイクロタック 1
機種に対抗することを目指したと推測できる。




1993（平成 5）年 3 月 25 日、デジタル方式の携帯・自動車電話サービス（800MHz）が首都圏（都
心から 30km 以内）で開始、4 月にはデータ通信サービス（2,400bps）も開始された。デジタル方
式携帯電話の初号機は商品名「デジタル・ムーバ」となり、デジタル・ムーバ P（表 1-2 の①）、デ
ジタル・ムーバ N（表 1-2 の②）、デジタル・ムーバ F（表 1-2 の③）の 3 機種が発売された。カタ
ログ［注 9］にはデジタルで実現した 4 つのメリットとして、ノイズのない優れた通話品質、秘話性
能が格段に向上、電池の持ち時間がさらにアップ、高品位のデータ通信が可能、との記述が確認できる。
デジタル・ムーバ 3 機種はストレート型、二つ折り型、フリップ型の構成となり、アナログ方式のムー
バ 4 機種にはなかったフリップ型が増えた。ムーバ P（表 1-1 の③）とデジタル・ムーバ P（表 1-2 の①）
はストレート型、ムーバ N（表 1-1 の④）とデジタル・ムーバ N（表 1-2 の②）は二つ折り型で筐体
形状は変わらなかったが、ムーバ F（表 1-1 の⑤）とデジタル・ムーバ F（表 1-2 の③）においては
ストレート型からフリップ型へ筐体形状が変化した。
室田・小林らの『New Technology Report デジタル移動通信システム 7. 移動機』によると、デジタル・
表 1-1　初号機、2号機、ムーバシリーズの形状サイズ重量
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 TZ-802B TZ-803B ムーバP ムーバN ムーバF ムーバD
発売年 1987 1989 1991 1991 1991 1991
形状 ストレート型 ストレート型 ストレート型 二つ折り型 ストレート型 ストレート型
体積（cc） 500 400 137 176 145 174


























発売年 1993 1993 1993 1994
形状 ストレート型 二つ折り型 フリップ型（カバーにマイク内蔵） フリップ型（カバーにマイクなし）
発信キー/終了
キーの位置






























1994（平成 6）年 4 月、売り切り制度に対応した携帯電話、ムーバⅡシリーズ（表 1-3）が発売された。
ムーバⅡシリーズではムーバ N Ⅱ（表 1-3 の②）がストレート型となったため、二つ折り型がライ
ンナップから消え本体形状は多様化していないが、ムーバ P Ⅱ（表 1-3 の①）には音声メモ録音機能（録
／再キー搭載）、ムーバ F Ⅱ（表 1-3 の③）にはメッセージ受信機能、ムーバ D Ⅱ（表 1-3 の④）に
① ② ③ ④ ⑤
機種名 ムーバPⅡ ムーバNⅡ ムーバFⅡ ムーバDⅡ ムーバRⅡ
発売年 1994 1994 1994 1994 1994
形状 ストレート型 ストレート型 フリップ型（カバーにマイクなし） フリップ型（カバーにマイク内蔵） ストレート型
発信キー/終了
キーの位置
10キー下部 10キー下部 10キー下部 10キー下部 10キー下部
ムーバからの
操作キー変化




はメモリダイヤル件数拡張機能、ムーバ R Ⅱ（表 1-3 の⑤）にはミュート機能（ミュートキー搭載）
など、機種個別に特徴機能の搭載がなされており機能の多様化は確認できる。ムーバ R Ⅱの製造メー
カは日本無線株式会社（以下、日本無線）であった。
1994（平成 6）年 12 月、売り切り制度に対応した携帯電話、デジタル・ムーバⅡシリーズ（表
1-4）が発売された。デジタル・ムーバ P Ⅱ（表 1-4 の①）では発信・終了キーが 10 キー上部に
配置された。デジタル・ムーバ N Ⅱ Hyper（表 1-4 の③）は二つ折り型で、デジタル・ムーバⅡ 
Hyper シリーズは、ストレート型、二つ折り型、フリップ型のラインナップとなった。デジタル・ムー
バ P Ⅱ Hyper（表 1-4 の②）はストレート型でくびれのある曲線的な外形とシャンパンゴールドと
呼称されたカラーリングに特徴があった。デジタル・ムーバ F Ⅱ Hyper（表 1-4 の④）はフリップ
型でカバーにマイクを内蔵しておらず、カバー外に発信・終了キーが配置されていた。デジタル・ムー
バ D Ⅱ Hyper（表 1-4 の⑤）もフリップ型だがカバーにマイクを内蔵していた、また発信・終了キー
はカバー内の 10 キー上部に配置されていた。このように、デジタル・ムーバⅡシリーズは本体形状
の多様化が確認できる。また搭載機能においても、デジタル・ムーバ P Ⅱ Hyper は伝言メモ機能、
デジタル・ムーバ N Ⅱ Hyper は 3 行表示機能、デジタル・ムーバ F Ⅱ Hyper は拡声機能、デジタル・












発売年 1994 1995 1995 1995 1995























ムーバ D Ⅱ Hyper はジャンプ機能など、機種個別に特徴機能の搭載がなされており機能の多様化も
確認できる。
売り切り制度移行時期には、デジタル・ムーバシリーズ以外の携帯電話（2G）も発売された。商
品名は「by シリーズ」（表 1-5）で、ソニー株式会社（以下、ソニー）から CM-D800（表 1-5 の①）、
株式会社東芝（以下、東芝）から TS920（表 1-5 の②）、ノキア・ジャパン株式会社（以下、ノキア）
から NM2080（表 1-5 の③）、京セラ株式会社（以下、京セラ）から KY541（表 1-5 の④）が by シリー












が携帯電話と比較すると安価であったため急速に普及し、1997（平成 9）年 9 月には 212 万契約（NTT










発売年 1994 1995 1995 1995
形状 ストレート型 ストレート型 ストレート型 ストレート型
発信キー/終了
キーの位置
10キー上部 10キー下部 10キー上部 10キー上部
特徴的な
操作キー
ジョグキー搭載 Pキー搭載 ソフトキー2個搭載 なし
イメージ
表 1-5　売り切り制度移行時の by シリーズ
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ドコモ契約数）のピーク［注 13］を迎えた。また、データ通信速度が 32kbps や 64kbps と携帯電
話と比較して速く、通話用途以外のデータ通信用途にも使用された。携帯電話の通信料の低下や通
信速度の向上に伴い PHS の契約数は減少し、2005（平成 12）年に新規受付終了、2008（平成 10）
年には NTT ドコモの PHS サービスが終了した。
本論では PHS は携帯電話に含めないが、携帯電話と PHS のデュアルモード機である「ドッチーモ」
「スーパードッチーモ」については携帯電話とみなし研究対象とする。
3）「話す携帯電話」から「使うケータイ」へ
1997（平成 9）年 5 月、PDA などと携帯電話を接続することでインターネットメールの送受信が
可能な「10 円メール」サービスが開始された。同年 10 月、10 円メールサービス対応のメール専用
端末「ポケットボード」が発売され若者や女性を中心に人気を集めた。同年 6 月、携帯電話単体で
テキストメッセージの送受信が可能な「ショートメール」サービスが開始され、サービスに対応し
た携帯電話であるデジタル・ムーバ 203Hyper シリーズ（表 1-6）が発売された。デジタル・ムーバ
203Hyper シリーズは 5 機種で、P203（表 1-6 の①）、N203（表 1-6 の②）、F203（表 1-6 の③）、
R203（表 1-6 の⑤）の 4 機種がストレート型、D203（表 1-6 の④）がフリップ型であった。ショー
トメールサービス対応の携帯電話ではあるがメールキーはなく、外観からはサービス対応に関する特
徴は確認できない。
1995（平成 7）年には PC の OS である Windows95 が発売されており、PC によるインターネッ












発売年 1997 1997 1997 1997 1997
形状 ストレート型 ストレート型 ストレート型 フリップ型 ストレート型



























スに対応した携帯電話はデジタル・ムーバ 301Hyper シリーズで、商品ラインナップに 20 シリーズ
と 30 シリーズという複数のシリーズが登場した。デジタル・ムーバ 301Hyper シリーズは常時接続
のデータ通信が可能であったが携帯電話単体でインターネット接続をするものではなく、PC や PDA
などをインターネットに接続する手段として使用された。
1999（平成 11）年 2 月、携帯電話単体でウェブブラウズや電子メールを利用可能なインターネッ
ト接続サービス「i モード」が開始された。i モード登場時の広告［注 15］には「話すケータイから、
使うケータイへ」というコピーが使用され、通話目的の携帯電話から多目的な携帯情報機器への変化
を目指したことが推測できる。i モードサービスに対応した携帯電話はデジタル・ムーバ 501i Hyper
シリーズ（表 1-7）で、スタンダードな携帯電話である 20 シリーズ、DoPa 対応の 30 シリーズ、i モー
ド対応の 50 シリーズとして商品ラインナップが拡大した。
501i シリーズの携帯電話は外観に i モードのロゴが記された。P501i（表 1-7 の①）には GUI 上
に i モードのアイコンがあり、N501i（表 1-7 の②）、F501i（表 1-7 の③）、D501i（表 1-7 の④）
には i モードキーが搭載された。501i シリーズは i モード対応の携帯電話であることが一目でわかり、
かつ、i モードへ（i モードアイコン選択もしくは i モードキー押下によって）ワンタッチでアクセス
可能であるという特徴が確認できた。





P501i、N501i、F501i の 3 機種にはカーソルキー（4 方向キーと決定キー）が搭載され、P501i
はスティック型の操作キーで 4 方向キーと決定キーが統合された。D501i は「イージーセレクター」
と呼称される上下キー＋決定キーが搭載された。P501i と D501i はソフトキー［注 16］が搭載され、
30
表 1-8　502i シリーズ（デジタルムーバ 502iHyper と by シリーズの 502i）
デジタルムーバ F502iHyper はカラー画面搭載の初機種














発売年 2000 2000 1999 2000 2000 2000
形状 ストレート型 二つ折り型 ストレート型 フリップ型 ストレート型 スライド型





















発売年 1999 1999 1999 1999
形状 ストレート型 二つ折り型 ストレート型 フリップ型









表 1-7　i モードサービスに対応した初機種デジタルムーバ 501iHyper シリーズ
31
D501i は発信操作もソフトキー割当となったため、発信キーが非搭載となった。
表 1-8 に、デジタル・ムーバ 502i シリーズ 4 機種と by シリーズの 2 機種（両者合わせて 502i シリー
ズとする）の 6 機種を示す。1999（平成 11）年 12 月、日本初のカラー液晶を搭載した携帯電話
F502i（表 1-8 の③）が発売、翌 2000（平成 12）年 1 月には、同じくカラー液晶を搭載したデ D502i（表
1-8 の④）が発売された。
P502i（表 1-8 の①）、F502i（表 1-8 の③）、SO502i（表 1-8 の⑤）の 3 機種はストレート型、N502i（表






P502i の操作キーは P501i とほぼ同様で、最下段左下に「i ワープ」と呼称されるブックマーク機
能の操作キーが追加されている。N502i は N501i と比較してカーソルキーに変化が見られ、決定キー
が 4 方向キーの中央から 4 方向キーの外側上部へ移動している。決定キーの 4 方向キー外側上部配
置は N50 シリーズの特徴となり、この後 N506i まで同様の操作キーが搭載される。F502i は F501i
に比較して、カーソルキーが P501i や P502i 同様のスティック型へ変化している。D502i は D501i
に比較して、操作キーに変化は見られない。N501i から N502i への変化、F501i から F502i への変
化は、いずれも操作キーの占有面積が縮小される方向であるため、携帯電話の小型化のための変化で
あると推測する。
4）20 シリーズの i モード対応（使うケータイ化）
i モード対応の 50 シリーズだけでなく、スタンダードな携帯電話である 20 シリーズも「使うケー
タイ」へと変化してゆく。2000（平成 12）年に発売された 209i（表 1-9）シリーズは、末尾の「i」
が示すように i モード対応となった。209i シリーズはデジタル・ムーバ 6 機種と by シリーズ 2 機種
の計 8 機種で、ストレート型が P209i（表 1-9 の①）、F209i（表 1-9 の③）、R209i（表 1-9 の⑤）、
KO209i（表 1-9 の⑦）の 4 機種、二つ折り型が N209i（表 1-9 の②））、P209iS（表 1-9 の⑥）の 2
機種、フリップ型が D209i（表 1-9 の④）、ER209i（表 1-9 の⑧）2 機種であった。








表 1-9　i モードサービスに対応した 20 シリーズの初機種
デジタルムーバ 209i シリーズ、209iS シリーズと by シリーズの 209i










発売年 2000 2000 2000 2000
形状 ストレート型 二つ折り型 ストレート型 フリップ型

















発売年 2000 2000 2000 2000
形状 ストレート型 二つ折り型 ストレート型 フリップ型















2001（平成 13）年 1 月、携帯電話にアプリをダウンロードして追加できるサービス「i アプリ」
が開始された。i アプリ対応の初の携帯電話は 503i シリーズ（表 1-10）で全機種カラー液晶搭載と
なり、同年 1 月から３月にかけて 5 機種が発売された。5 機種の内訳はストレート型が P503i（表
1-10 の①）と F503i（表 1-10 の③）の 2 機種、二つ折り型が N503i（表 1-10 の②）と SO503i（表
1-10 の⑤）の 2 機種、フリップ型が D503i（表 1-10 の④）の 1 機種であった。SO503i はソニー初
の二つ折り型携帯電話であった。
P503i の操作キーは P502i と比較して大きな変化は見られないが、P502i に存在した「i ワープ」キー
が GUI 内に移動し操作キーが削除されている。N503i は N502i と比較して、大きな変化は見られな
い。F503i は F502i と比較して、カーソルキーがスティック型から 4 方向キー＋決定キーの F501i
同様の構成に戻っている。D503i は D502i と比較して大きな変化は見られないが、フリップ外側に i
アプリキーが追加されている。SO503i は SO502i と比較して筐体形状がストレート型から二つ折り
型へ大きく変化し、操作キーについてもソフトキーが搭載され、ジョグキーと左右キーを一体として
配置しカーソルキー同様の操作ができるよう大きく変化している。
同年 5 月から 9 月にかけて、503iS シリーズ 5 機種（表 1-11）が発売された。503iS シリーズ
は 503i シリーズの二番目という意味で、型番末尾に Second を意味する「S」が付加された。また







2001（平成 13）年、デジタル・ムーバ 210i Hyper シリーズ 6 機種（表 1-12）が発売された。
210i シリーズは全機種カラー画面搭載となった、また 210i シリーズから by シリーズがデジタル・
ムーバシリーズに統合された。210i シリーズはストレート型が P210i（表 1-12 の①）、F210i（表
1-12 の③）、KO210i（表 1-12 の⑤）の 3 機種、二つ折り型が N210i（表 1-12 の②）と SO210i
（表 1-12 の⑥）の 2 機種、フリップ型が D210i（表 1-12 の④）の 1 機種であった。二つ折り型の
N210i は P209iS に続きサブディスプレイ搭載となった。
P210i の操作キーは P209i と比較して、カーソルキーがスティック型（50 シリーズ同様）に変化
している。N210i は N209i と比較して、大きな変化は見られない。N20 シリーズのカーソルキーは
4 方向キーの中央に決定キーが配置されており、N50 シリーズとは異なる。F210i は F209i と比較
して外観上の変化は見られないが、ソフトキー搭載となっている。D210i は D209i と比較して大き
な変化は見られない。D20 シリーズの操作キーは D50 シリーズと同様であるが、D50 シリーズには
ない発信キーが明示されている。KO210i は KO209i と比較して大きな変化は見られない。
34












発売年 2001 2001 2001 2001 2001
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型













表 1-11　デジタルムーバ 503iSHyper シリーズ（全機種二つ折り型）
表 1-10　503i シリーズ（デジタルムーバ 503iHyper と by シリーズの 503i）
全機種カラー画面搭載












発売年 2001 2001 2001 2001 2001
形状 ストレート型 二つ折り型 ストレート型 フリップ型 二つ折り型




























発売年 2001 2001 2001 2001 2001 2001
形状 ストレート型 二つ折り型 ストレート型 フリップ型 ストレート型 二つ折り型










表 1-12　デジタルムーバ 210iHyper シリーズ（全機種カラー画面）
表 1-13　ムーバ 211i シリーズ
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 ムーバP211i ムーバN211i ムーバF211i ムーバD211i ムーバR211i ムーバSO211i
発売年 2002 2001 2001 2001 2002 2002
形状 二つ折り型 二つ折り型 ストレート型 フリップ型 ストレート型 二つ折り型














2001（平成 13）年 11 月から 2002（平成 14）年 3 月にかけてムーバ 211i シリーズ 6 機種（表
1-13）が発売された。211i シリーズはストレート型が F211i（表 1-13 の③）と R211i（表 1-13 の
⑤）の 2 機種、二つ折り型が P211i（表 1-13 の①）、N211i（表 1-13 の②）、SO211i（表 1-13 の⑥）
の 3 機種、フリップ型が D211i の 1 機種であった。211i シリーズから「デジタル・ムーバ」から「ムー
バ」へ呼称が変更され「Hyper」の呼称は廃止された。211i シリーズの操作キーは 210i シリーズと
比較して、大きな変化は見られない。P211i のカーソルキーがスティック型から通常の操作キーに変
化しているが、P209iS や P503iS など二つ折り型携帯電話においてはスティック型の操作キーを搭
載していないため、P210i から P211i に特有の変化ではない。
2）3Gの導入
















3G 2G 3G 2G
スタンダードタイプ ビジュアルタイプ
高さ 103 93 104 97
幅 52 48 56 50
厚さ 20 24 35 27
105 105 150 98













2001（平成 13）年 10 月 1 日、FOMA の商用サービスが開始された。FOMA 初号機は N2001（NEC）
と P2101V（パナソニック）の 2 機種であった。N2001（表 1-14 の①）は FOMA の特徴のひとつ
であるテレビ電話機能には対応しておらずスタンダードタイプと呼称された。P2101V（表 1-14 の③）
はテレビ電話機能に対応したカメラが搭載されておりビジュアルタイプと呼称され、製品名末尾に V
が付加された。N2001 は同時期に発売された 2G 端末 N503iS（表 1-14 の②）と比較して、大きさ
は同等であった。P2101V は同時期に発売された 2G 端末 P503iS（表 1-14 の④）と比較して、高さ、
幅、厚さすべてが大きく、体積比は約 1.6 倍であった。テレビ電話機能搭載の初号機であり画面サイ
ズも P503iS より大きく、カメラも搭載していたため筐体サイズが大きくなったと推測する。また、
N2001、P2101V とも待受時間が約 55 時間で、N503iS（約 460 時間）、P503iS（約 440 時間）と
比較すると約 12％程度の待受時間となっていた。3G 方式の初号機でバッテリーマネジメントが未成
熟であったためと推測する。
2001（平成 13）年 11 月にスタンダードタイプの N2002（表 1-15 の②）、2002（平成 14）年
3 月にビジュアルタイプの D2101V（表 1-15 の⑤）、同年 6 月にスタンダードタイプの P2002（表
1-15 の③）、同年 9 月にビジュアルタイプの T2101V（表 1-15 の⑥）が発売された。
スタンダードタイプの N2002 は N2001（表 1-15 の①）と同一の筐体で液晶画面のカバーや背
面パーツに違いが見られた。機能的には動画配信サービスである「i モーション」に対応した携帯電
話となった。P2002 は、N2002 をベースとしてパナソニック向けにカスタマイズしたもので、基
本的な機能・性能・UI は N2002 と同一であった。N2001、N2002、P2002 の操作キーは同時期の 
N503iS とは異なり、N211i（表 1-13 の②）に近いキー配置であることが確認できる。具体的には、
決定キーが 4 方向キーの中央に配置されるカーソルキーとなっており、クリアキーがカーソルキー
の左下に配置されている。
ビジュアルタイプの D2101V はフリップ型、T2101V はストレート型、P2101V（表 1-15 の④）




電話において、カメラ搭載個数については、1 個かつ回転型（P2101V、T2101V）、と 2 個（D2101V）
で、カメラ搭載位置については、画面右下（P2101V）、画面左上（D2101V）、画面上部中央（T2101V）
となっており、テレビ電話機能搭載にあたり本体形状やカメラ仕様を模索していたことが推測でき
る。P2101V の操作キーは P503iS の操作キーを踏襲しておりテレビ電話関連の操作キーが追加され
ている。D2101V の操作キーはフリップ型の D503i を踏襲しており、10 キー上部の 4 つの操作キー
が 10 キー右側へ移動している。T2101V はベースとなる機種がないが、スティック型のカーソルキー
の外側にも 4 方向キーを配置しており、2 階層を同時に操作可能となっている。
2003（平成 15）年 1 月にスタンダードタイプの F2051（表 1-16 の①）と N2051（表 1-16 の②）
38
タイプ
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 FOMA N2001 FOMA N2002 FOMA P2002 FOMA P2101V FOMA D2101V FOMA T2101V
発売年 2001 2001 2002 2001 2002 2002
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 フリップ型 ストレート型
カーソルキー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー 上下/決定キー カーソル/決定キー











表 1-15　3G導入時期（2001 〜 2002 年）の FOMA（スタンダードタイプとビジュアルタイプ）
表 1-16　3G導入時期（2003 年）の FOMA（スタンダードタイプとビジュアルタイプ）
タイプ
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 FOMA N2051 FOMA F2051 FOMA N2701 FOMA P2102V FOMA N2102V FOMA F2102V
発売年 2003 2003 2003 2003 2003 2003
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 回転2軸二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型
カーソルキー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー





















ルサービスの「i モーションメール」に対応した携帯電話となった。F2051 のカメラは T2101V 同様
に回転式、かつ、画面上部中央に配置されていた。N2051 のカメラは D2101V 同様に２個搭載され、
カタログには「相手や風景を撮るときも、自分を撮るときも、ケータイの向きを変えることなく大画
面を見ながら撮影できます」との記述があった。カメラ搭載となった F2051 や N2051 の本体サイ
ズは、カメラ非搭載の前モデル N2002 や P2002 と同等であった。
2003（平成 15）年 3 月にビジュアルタイプの P2102V（表 1-16 の④）、同年 6 月にスタンダー
ドタイプの N2701（表 1-16 の③）、同年 7 月にビジュアルタイプの N2102V（表 1-16 の⑤）と
F2102V（表 1-16 の⑥）が発売された。
ビジュアルタイプの P2102V、N2102V、F2102V は 3 機種とも二つ折り型となったが、P2102V
だけは「ムービースタイル」［注 22］と呼称する回転 2 軸二つ折り型となった。カメラに関しては 3
機種とも 2 個搭載となり、P2101V、T2101V、F2051 のような回転式カメラ 1 個搭載の携帯電話は
姿を消した。P2102V のカメラは、内側カメラが画面右上、外側カメラがヒンジ部配置となり、外側
カメラでの撮影時は当時のビデオカメラのようなスタイルとなるためムービースタイルと呼称したと
推測する。F2102V と N2102V のカメラは N2051 同様に内側カメラが画面上部、外側カメラが本体
背面に配置されていた。
スタンダードタイプの N2701 は、ムーバ（2G）と FOMA（3G）を切り替えて使用できる「デュアルネッ
トワークサービス」に対応した携帯電話であり、3G のエリアが狭い時期に 2G エリアを補完的に使
用した。N2701 のカメラは N2051 や N2102V 同様、内側カメラが画面上部、外側カメラが本体背
面に配置されていた。
FOMA の商品名に 4 桁の型番が使用されたのは、N2001、P2101V、N2002、P2002、D2101V、
T2101V、F2051、N2051、P2102V、N2701、F2102V、N2102V の 12 機種であった。2004（平
成 16）年 2 月には FOMA の新シリーズとして FOMA900i シリーズ 5 機種（表 1-17）が発売され、ムー
バ同様に 3 桁型番となった。900i シリーズの報道発表資料［注 23］では「ムーバを超えたケータイ
へ」「端末の質量、待受時間等においても、ムーバと同等」との記述が見られた。
図 1-12 に、2001（平成 13）年から 2004（平成 16）年にかけて発売された携帯電話の重量推移
を示し、図 1-13 に待受時間推移を示す。FOMA（3G）端末は 4 桁型番の 12 機種と 900i シリーズ 5
機種の計 17 機種、ムーバ（2G）端末は 503iS シリーズ 4 機種、504i シリーズ 4 機種、504iS シリー
ズ 3 機種、505i シリーズ 4 機種、505iS シリーズ 4 機種、506i シリーズ 3 機種、506iC シリーズ 2
機種の計 24 機種を取り上げた。ムーバの 20 シリーズは、ハイエンド機である FOMA との比較対象
として適切ではないため 50 シリーズを比較対象とした。




図 1-13 から、4 桁型番の FOMA（3G）12 機種がムーバ（2G）と比較して待受時間が短いことが
確認できた。また 900i シリーズ（3G）では、ムーバ（2G）と比較して待受時間が同等レベルとな
ることも確認できた。
以上より、本論では FOMA の 4 桁型番 12 機種を 3G 導入期の携帯電話として扱う。3G 導入期の

























2001 発売年2002 2003 2004
2G
3G
① ② ③ ④ ⑤
機種名 FOMA P900i FOMA N900i FOMA F900i FOMA D900i FOMA SH900i
発売年 2004 2004 2004 2004 2004
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型
カーソルキー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー












表 1-17　「ムーバを超えたケータイへ」と訴求された FOMA900i シリーズ
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2002（平成 14）年 6 月、写真送受信サービス「i ショット」に対応したムーバ SH251i（表 1-18 の④）
が発売された。SH251i はドコモの 2G 方式では初のカメラ搭載携帯電話で、3G 方式の P2101V（表
1-18 の③）や D2101V に続くカメラ搭載携帯電話となった。
日本における初のカメラ搭載端末は PHS で、通信事業者の DDI ポケット（現ソフトバンク）から、
1999（平成 11）年 9 月に京セラ株式会社（以下、京セラ）製のビジュアルホン VP-210（表 1-18
の①）が発売された。カメラ搭載の携帯電話の初機種は、通信事業者の J フォン（現ソフトバンク）
から 2000（平成 12）年 10 月に発売された、シャープ製の J-SH04（表 1-18 の②）である。








され、ドコモも 2002（平成 14）年に同様のサービス「i ショット」を開始した。
i ショットサービスに対応した携帯電話としてカメラ搭載のムーバ 251i シリーズ（表 1-19）が登
場し、2002（平成 14）年 6 月から 10 月にかけて、SH251i（表 1-19 の①）、D251i（表 1-19 の②）、
F251i（表 1-19 の③）、N251i（表 1-19 の④）の 4 機種が発売された。251i シリーズは全て二つ折
表 1-18　カメラ付き携帯電話の初機種（PHS 含む）







発売年 1999 2000 2001 2002














であった。N251i 以外の 3 機種はカラーのサブディスプレイを搭載し、自分をカメラで撮影する際（自
撮り時）にファインダーとして使用可能であることを訴求［注 26］していた。
251i シリーズの操作キーの特徴はカメラキーとシャッターキーである。カメラキーは SH251i、
D251i、F251i の 3 機種に搭載され、N251i はメニューからカメラ機能にアクセスする仕様である。
4 機種すべてにシャッターキーがサイドに搭載され、自撮り時に携帯電話を閉じていても撮影可能と
なっている。
2003（平成 15）年 5 月から 8 月にかけて発売されたムーバ 505i シリーズ 6 機種（表 1-20）は、「デ
ジカメ並みの美しい画像が撮れる」と訴求［注 27］された携帯電話であった。P505i（表 1-20 の①）、
N505i（表 1-20 の②）、F505i（表 1-20 の③）、D505i（表 1-20 の④）、SH505i（表 1-20 の⑥）の
5 機種は二つ折り型で、SO505i（表 1-20 の⑤）はディスプレイ部が 180 度回転する形状となった。
本論では、SO505i のようにディスプレイが回転する携帯電話を「回転型」として扱う。





表 1-19　i ショットサービス対応の初機種ムーバ 251i シリーズ
① ② ③ ④
機種名 ムーバSH251i ムーバD251i ムーバF251i ムーバN251i
発売年 2002 2002 2002 2002
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型
カーソルキー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー










① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 ムーバP505i ムーバN505i ムーバF505i ムーバD505i ムーバSO505i ムーバSH505i
発売年 2003 2003 2003 2003 2003 2003
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 回転型 二つ折り型
カーソルキー カーソル/決定キー カーソルキー カーソル/決定キー カーソル/決定キー ジョグキー カーソル/決定キー








シャッター サイド サイド サイド サイド サイド 背面
イメージ
表 1-20　「デジカメケータイ」と訴求されたムーバ 505i シリーズ
① ② ③ ④ ⑤
機種名 ムーバP505iS ムーバN505iS ムーバD505iS ムーバSO505iS ムーバSH505iS
発売年 2003 2003 2003 2003 2003
形状 回転2軸二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 回転型 二つ折り型
カーソルキー カーソル/決定キー カーソルキー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー




メニュー内 上キー レンズカバー連動 カメラキー
シャッター サイド サイド サイド サイド サイド
イメージ
表 1-21　「全機種メガピクセル」と訴求されたムーバ 505iS シリーズ
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型は次期種の SO505iS、次々機種の SO506iC まで継承されるが、ソニーの携帯電話では 3 機種のみ
の採用となる。
同年 10 月から 12 月にかけて発売されたムーバ 505iS シリーズ 5 機種（表 1-21）も 505i シリー
ズに続き「全機種メガピクセルカメラ搭載 - 最大 200 万画素を実現 -」としてカメラ機能が訴求［注
29］された携帯電話であった。N505iS（表 1-21 の②）、D505iS（表 1-21 の③）、SH505iS（表
1-21 の⑤）の 3 機種は二つ折り型、SO505iS（表 1-21 の④）は SO505i 同様の回転型、P505iS（表
1-21 の①）は P2102V と似た構成の回転 2 軸二つ折り型となった。
P505iS のディスプレイ面は回転軸が 2 軸で、それぞれ回転角 180 度の自由度を持ち、カタログ









SO505i や SO505iS のような回転型は、二つ折り型のように 10 キー面とディスプレイ面の角度を調
整できず、閉じた際に画面が露出し保護できないといった問題があるが、P505iS のような回転 2 軸
二つ折り型は、二つ折り型同等の使い勝手が可能であるため採用例が拡大していったと推測する。
4）非接触 IC の搭載により「おサイフケータイ」へ
2004（平成 16）年 6 月、当時 IC カードのみで展開されていた交通機関決済や電子マネー、個人
認証などのサービスを、非接触 IC（FeliCa）を携帯電話に搭載することにより携帯電話においても実
現できる「i モード FeliCa」サービスが開始された。i モード FeliCa サービスに対応した携帯電話は「お
サイフケータイ」と呼称され、同年 7 月に 4 機種（表 1-22）が発売された。4 機種の内訳は、ムーバ（2G）
が P506iC（表 1-22 の①）、SO506iC（表 1-22 の②）、SH506iC（表 1-22 の③）の 3 機種、FOMA（3G）
が F900iC（表 1-22 の④）の 1 機種で、いずれの機種も機種名の末尾に「C」が付けられた。
おサイフケータイを使用する際には FeliCa を読み取り機にかざす必要があるため、FeliCa 搭載位
置を示すマークが携帯電話に記された。初のおサイフケータイ対応の 4 機種は、回転 2 軸二つ折り
型 2 機種（P506iC、SH506iC）、回転型 1 機種（SO506iC）、二つ折り型 1 機種（F900i）で、FeliCa
搭載位置は、底面 3 機種（P506iC、SO506iC、F900iC）、画面背面 1 機種（SH506iC）であった。
画面の背面に FeliCa が配置された SH506iC は回転 2 軸型であるため、画面を表にして閉じた場合
FeliCa 搭載位置を示すマークが見えなくなる。携帯電話を開いて画面をユーザ側に向けた場合、つ
まり携帯電話を開いて画面を見ながら操作する場合は、画面背面の FeliCa を読み取り機にかざしや






2001（平成 13）年に発売開始された FOMA（3G）は、2004（平成 16）年発売の 900i シリーズ
においてムーバ（2G）と同等のサイズ・待受時間となり、同年末には後継機である 901i シリーズが
発売された。2005（平成 17）年 2 月には FOMA700i シリーズが発売され、FOMA（3G）は 90 シ
リーズと 70 シリーズのラインナップ展開となった。2006（平成 18）年には最後のムーバ（2G）端
末となる P506iC Ⅱが発売されたが、この機種は 2004（平成 16）年発売の P506iC のカラーチェン
ジモデルであり、新機種としてのムーバは 2005（平成 17）年発売のラジオ付き携帯電話「RADIDEN
（SO213iWR）」が最後となった。
2001（平成 13）年から 2006（平成 18）年にかけて、ムーバ（2G）から FOMA（3G）への
移行が起きた。この期間、ムーバの 20 シリーズは 210i、211i、212 シリーズが、50 シリーズ
は 503iS、504i、504iS、505i、505iS、506i シリーズが、i ショット対応の 25 シリーズは 251i、
251iS、252i、252iS、253i シリーズが発売されたが、これらの機種以外にも RADIDEN のように機
種個別の商品名を付けて既存のシリーズとは違う訴求をする機種（表 1-23、表 1-24）が発売された。
2001（平成 13）年 2 月、初の防水仕様のデジタル・ムーバ GEOFREE（表 1-23 の①）が日本無
① ② ③ ④
機種名 ムーバP506iC ムーバSO506iC ムーバSH506iC FOMA F900iC
発売年 2004 2004 2004 2004
形状 回転2軸二つ折り型 回転型 回転2軸二つ折り型 二つ折り型
カーソルキー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー
ソフトキー 2 2 2 4
FeliCa
搭載位置
底面 底面 ディスプレイ背面 底面
FeliCaに関連
する操作キー
なし なし なし ICカードロック（右キー長押し）
イメージ
表 1-22　「おサイフケータイ」の初機種ムーバ 506iC シリーズ、FOMAF900iC
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線から発売された。GEOFREE はストレート型で白黒画面であったが、翌年 8 月に発売された 2 号機
の GEOFREE Ⅱ（表 1-23 の②）ではカラー画面となった。GEOFREE Ⅱは浮力によって水に浮く構造
となっており、メーカである日本無線は「世界初、水に浮く i モード」というキャッチコピーでアウ
トドアでの使用を訴求［注 31］していた。GEOFREE は 2 機種だけであり、GEOFREE Ⅱ以降は日本
無線から携帯電話は発売されていない。
2004（平成 16）年６月、世界最小の i モード対応の携帯電話 premini（表 1-23 の③）がソニーか
ら発売された。premini は高さ 90mm のストレート型で、操作キーを押下しやすくする工夫として
階段状の操作キ （ースロープキー）を訴求していた。同年 11 月にセカンドモデルとして premini-S（表
1-23 の④）が発売、2005（平成 17）年 2 月には 2 号機の premini Ⅱ（表 1-23 の⑤）が発売、同
年 5 月には 2 号機のセカンドモデルとして premini Ⅱ -S（表 1-23 の⑥）が発売された。premini は
4 機種（表 1-23 の②〜⑥）だけであり後継機の発売はない。
2004（平成 16）年 12 月、カメラ非搭載の prosolid（表 1-24 の①）がパナソニックから発売さ
れた。prosolid は二つ折り型の携帯電話でカタログ［注 32］には「最薄部 14.8mm のボディに、携
帯電話の使いやすさを凝縮」という訴求が見られた。prosolid は FOMA でも発売され、2005（平成
17）年 12 月には FOMA prosolid Ⅱ（P851i）が、2008（平成 20）年 3 月には FOMA prosolid μ
（P705iCL）が発売された。
2004（平成 16）年 12 月、音楽再生機能と FM ラジオ機能を搭載したムーバ MusicPORTER（表
1-24 の②）が三菱電機から発売された。MusicPORTER は二つ折り型だが、スクエアな形状をして
おり、報道発表資料［注 33］には「ポータブルプレーヤーをイメージした斬新なスクエアデザイン
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 GEOFREE GEOFREEⅡ premini premini-S preminiⅡ preminiⅡ-S
品番 R691i R692i SO213i SO213iS SO506i SO506iS
発売年 2001 2002 2004 2004 2005 2005




超小型 超小型 超小型 超小型




を採用」という訴求が見られた。MusicPORTER は FOMA でも発売され、2005（平成 17）年 12 月
には MusicPORTER Ⅱ（D701iWM）が、2006（平成 18）年 4 月には MusicPORTERX（D851iWM）
が発売された。





2005（平成 17）年 10 月、AM・FM・TV の 3 バンドに対応したラジオチューナーを搭載した
ムーバ RADIDEN（表 1-24 の④）がソニーから発売された。RADIDEN は片面が携帯電話、片面がラ
ジオの「デュアルフロントデザイン」を採用し、ラジオ面には 7 個のダイレクト選局ボタンやラジ
オ専用の画面を搭載しており、操作キー総数が 41 個で本論の調査対象機種で最多の機種であった。
RADIDEN はこの 1 機種限りで、後継機は発売されていない。





2005（平成 17）年 10 月、FOMA902i シリーズが発売された。902i シリーズは同時に最大 5 人
までグループ通話が可能な「プッシュトークサービス」と、ニュースや天気予報を自動的に待ち受け
画面に表示する「i チャネルサービス」に対応し、プッシュトークキーと i チャネルキーが搭載（図
表 1-24　機種個別名称が使用されたムーバの例（2）
① ② ③ ④
機種名 prosolid Music PORTER Lechiffon RADIDEN
品番 P213i D253iWM P253iS SO213iWR
発売年 2004 2004 2005 2005
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 ストレート型
機種特徴 カメラレス 音楽プレーヤー ソフトマテリアル外装 ラジオ




プッシュトークキーは 902i シリーズ全機種に搭載され、以降 2009（平成 20）年 9 月発売の
Prime シリーズまではプッシュトークキーの搭載が続くが、2009（平成 22）年 11 月発売以降の
Prime シリーズからはプッシュトークキーが非搭載となる。ドコモは 2009（平成 21）年 5 月にプッ
シュトークサービスの終了を発表［注 35］し、2010（平成 22）年 9 月にサービスを終了した。プッ
シュトークサービスは、三者通話などの電話におけるグループ通話機能との差異がわかりづらく、ユー
ザに受容されなかったと推測する。
i チャネルキーは 902i シリーズ全機種に搭載（N902i、SH902i、SO902i は専用キー、D902i、
F902i、P902i はクリアキーと兼用）され、以降 2016（平成 28）年発売の最新機種まで搭載が続く。






2006（平成 18）年 4 月、地上デジタルテレビ放送 1 セグメント部分受信サービス（以下、ワンセグ）


















2007（平成 20）年 2 月、FOMA903i シリーズのワンセグ対応機種 903iTV シリーズ 3 機種（表
1-25）が発売された。3 機種とも画面はワイド QVGA となり、横画面でワンセグ視聴する際に映像
がフル画面で表示可能となった。P901iTV はワイド画面でないため、横画面でワンセグ視聴する際
に映像上下に黒帯があった。903iTV シリーズの画面比率はワンセグに最適化された UI と言える。










SH903iTV（表 1-25 の③）は「AQUOS ケータイ」と呼称され、シャープの液晶テレビのブランド
「AQUOS」を使用したネーミングとなり、ワンセグ機能を訴求の中心としている。SH903iTV は「サ
イクロイドスタイル」と呼称される回転 2 軸二つ折り型で、二つ折りを開いた後に画面を横に回転
図 1-15　ワンセグ対応の初機種 FOMAP901iTV のカタログ
（携帯電話カタログ、パナソニック、2006.2）
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することができる。サイクロイドスタイルは 2006（平成 18）年 5 月に Vodafone（現、ソフトバンク）
から発売された 905SH［注 38］が初で、横画面でワンセグを視聴する際にノート PC のように机に
置いて自立させることが可能である。P903iTV も D903iTV も手に持って横画面で視聴することはで
きるが、机に置いて自立させる UI の工夫はない。操作キーの特徴としては、TV キーが 10 キー下部
中央に配置されており、TV キーを押下することでワンセグ機能を起動可能となっている。P903iTV
も D903iTV も TV キーを搭載しているが、搭載位置は 10 キー面ではなく側面であり、単に押下す
るだけではワンセグ機能を起動できず長押しする必要があるなど、SH903iTV の TV キーとは操作性
という観点から大きく異なっている。SH903iTV は筐体形状や操作キーを含めてワンセグ視聴に特化
した携帯電話であることが確認できる。
2007（平成 19）年 6 月、SO903iTV［注 39］が発売された。SO903iTV は「BRAVIA ケータイ」
と呼称され、ソニーの液晶テレビのブランド「BRAVIA」を使用したネーミングとなる。SH903iTV
が「AQUOS ケータイ」として訴求されたように、テレビのブランドを活用した訴求がなされている。
SO903iTV は回転 2 軸二つ折り型で、横置きで自立するように設計されている。ワンセグ関連の操作
キーとしては、P903iTV 同様に側面に TV キー、チャンネルキー、音量キーが配置されているが、横
置き自立時に操作キー配置面が天面となり視聴中の操作がしやすい工夫が確認できる。
2007（平成 19）年 6 月、F904i（図 1-16）が発売された。903i シリーズまではワンセグ対応機
種には機種名の末尾に「TV」の表記があるが、904i シリーズから「TV」表記がなくなる。このこと
から、ワンセグ機能が特別なものではなく一般化したと推測できる。F904i は回転 2 軸二つ折り型で、
表 1-25　ワンセグに対応した 903iTV シリーズ
① ② ③
品番 P903iTV D903iTV SH903iTV
発売年 2007 2007 2007


























SH903iTV 同様に TV キーの 10 キー面配置が挙げられる。TV キーという明示的な操作キーがある方
が操作方法がわかりやすく、また、横画面でノート PC のように机に置いた状態でワンセグ機能を起
動するには側面配置ではなく 10 キー面配置の方が操作が容易であるためと推測する。
2007（平成 19）年 11 月、P905i（図 1-17）が発売された。P905i は「ビエラケータイ」と呼称
され、パナソニックのテレビのブランド「ビエラ」を使用したネーミングとなる。P905i は縦にも横
図 1-16　変形操作「ヨコモーション」を訴求した FOMAF904i のカタログ
（携帯電話カタログ、富士通、2007.5）
図 1-17　「Wオープン」を訴求した FOMAP905i のカタログ
（携帯電話カタログ、パナソニック、2007.11）
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にも開く二つ折り型で「W オープンスタイル」と訴求される。W オープン型の携帯電話は 2006（平
成 18）年 12 月に au から発売されたソニー製の W44S［注 40］が初で、「デュアルオープン」と呼
称されている。ドコモの W オープン型携帯電話はすべてパナソニック製で 523 機種中 9 機種が確認
できた。P905i を横に開くとワンセグ機能が起動する仕様となっており、P901iTV、P903iTV に続
き変形操作が可能となっている。操作キーの特徴としては、P901iTV、P903iTV と比較して、TV キー
がカメラキーに統合され 10 キー面配置となった。SH903iTV や F904i 同様、横画面で机上に置いて
使用する際に TV キーの操作が容易となるよう 10 キー面に配置されたと推測する。
当初ワンセグは一部の機種にのみ搭載された機能であったが、2008（平成 20）年発売の 906i シ
リーズでは 8 機種中 7 機種に、706i シリーズでは 12 機種中 10 機種に搭載され一般的な機能となる。
テレビ視聴のためには画面を横使いする必要があるが、携帯電話を片手で持って操作する際には通常
の二つ折り型携帯電話では画面が縦使いとなってしまう。また、テレビ視聴はテレビ番組というコン





2001（平成 13）年 8 月 21 日、NEC とパナソニックは携帯電話端末の開発協業を発表［注 41］した。
合意内容として「第 3 世代携帯電話端末のアーキテクチャーの共同規定化及びアプリケーション・
ソフトウェア等の共同開発」が挙げられており、2002（平成 14）年 6 月発売の P2002（表 1-15 の
③）は、前期種の P2101V（表 1-15 の④）と操作キー種別や配置が異なり、N2002（表 1-15 の②）
と同じ操作キー種別・配置となったことが確認できる。
2004（平成 16）年 3 月 24 日、富士通と三菱電機は携帯電話端末の開発協業を発表［注 42］した。
発表内容として「FOMA 端末の開発において、SymbianOS をベースとして、共同開発を視野に入れ
た開発協業の検討を開始」と記述されている。
2004（平成 16）年 11 月 18 日、NTT ドコモは FOMA 端末用ソフトウェアプラットフォームを開




ないが、Symbian.com によると F901iC と D901i が採用端末であった。
表 1-26 にプラットフォーム共通化前後の三菱電機と富士通の携帯電話の操作キーを示す。2005（平
成 17）年 2 月発売の D901i（表 1-26 の③）は、前期種の D900i（表 1-26 の①）と異なりソフトキー
の個数が 2 個から 4 個に増加、ソフトキー割当は F900i（表 1-26 の②）や F901iC（表 1-26 の④）
と同様になり、マナーモードとドライブモードの割当も変化したことが確認できる。
辻らの『FOMA 端末ソフトウェアプラットフォーム "MOAP" の開発』［注 45］によると、FOMA
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端末用ソフトウェアプラットフォームを MOAP（Mobilephone Oriented Application Platform）と呼
称し、LinuxOS 向けを MOAP（L）、SymbianOS 向けを MOAP（S）としたと記述されている。OS と
ミドルウェア部分を NTT ドコモが提供するため、メーカやソフトウェアベンダはアプリケーション
開発に注力可能で開発効率が向上するとしている。
2004（平成 16）年 11 月 29 日、シャープとソニーは FOMA サービス携帯電話向け開発協業につ
いて合意したと発表［注 46］した。NTT ドコモのソフトウェアプラットフォーム MOAP を使用し、
SymbianOS を採用するとしている。Symbian.com によると、SH902i と SO902i がシャープとソニー
にとって初めての MOAP（S）採用端末である。また、D902i と F902i も MOAP（S）採用端末である。
表 1-27 に、MOAP（S）を採用した 902i シリーズ 4 機種の操作キーを示す。4 機種の内訳は D902i（表
1-27 の①）、F902i（表 1-27 の②）、SH902i（表 1-27 の③）、SO902ii（表 1-27 の④）で、三菱電
機と富士通、シャープとソニーがそれぞれ 協業関係にあった。D902i と F902i は操作キーの機能割
当が共通しており、機種個別の指紋認証キーやマルチキーなどに違いがある。SH902i と SO902i は
ソフトキー、マナーモードなどの機能割当も異なっている。同じプラットフォームを採用し、協業関
係にあっても、操作キーが共通化されるかどうかはメーカ方針によって異なることが確認できる。
2006（平成 18）年 2 月 13 日、NTT ドコモと株式会社ルネサステクノロジ（以下、ルネサス）、富士通、
三菱電機、シャープの 5 社は、3G 携帯電話プラットフォームの共同開発を発表［注 47］した。「ベー
① ② ③ ④
機種名 D900i F900i D901i F901iC
発売年 2004 2004 2005 2004
形状 二つ折り型 二つ折り型 スライド型 二つ折り型
ソフトキー 2 4 4 4
左上割当 メニュー メニュー メニュー メニュー
右上割当 ジャンプ 電話帳 電話帳 電話帳
左下割当 テレビ電話 テレビ電話 テレビ電話
右下割当 メール メール メール
マナー
モード
＊キー ＃キー ＃キー ＃キー
ドライブ
モード




スバンド LSI とアプリケーションプロセッサのワンチップ LSI と OS などの基本ソフトウェア群を一
体化し、プラットフォーム化」という記述があり、ハードウェアも含めたプラットフォーム化を推進
しており、2007（平成 19）年 11 月以降に発売される 905i シリーズへ採用されたと推測する。
表 1-28 に、MOAP（L）を採用した P905i（表 1-28 の①）、N905i（表 1-28 の②）と MOAP（S）
を採用した F905i（表 1-28 の③）、D905i（表 1-28 の④）、SH905i（表 1-28 の⑤）、SO905i（表
1-28 の⑥）の操作キーを示す。P905i と N905i の操作キーはほぼ共通化されているが、ソフトキー
4（右下）の機能割当がカメラ／ TV と i チャネルで異なっており、発信キー、＊キー、＃キーの文
字入力機能割当も異なっている。F905i と D905i の操作キーもほぼ共通化されているが、ソフトキー
3（左下）の機能割当が TV 電話とスピードメニューで異なっている。SH905i と SO905i はソフトキー
割当が異なっており、発信キー、＊キー、＃キーの文字入力機能割当も異なっている。
2007（平成 19）年 2 月 8 日、NTT ドコモとルネサス、富士通、三菱電機、シャープ、ソニーの
6 社は、3G 携帯電話プラットフォームの共同開発を発表［注 48］した。2008（平成 20）年 6 月以
降に発売される 906i シリーズへ採用されたと推測する。ただし三菱電機は、2008（平成 20）年 1
月発売の D705i と D705i μ以降の携帯電話発売はなく、ソニーも同年 7 月発売の SO706i 以降の携
帯電話発売はない。
2008（平成 20）年 4 月 21 日、NTT ドコモは FOMA 端末用オペレータパックの開発を発表［注
① ② ③ ④
機種名 D902i F902i SH902i SO902i
発売年 2004 2004 2005 2004
形状 スライド型 二つ折り型 二つ折り型 ストレート型
ソフトキー 4 4 4 4
左上割当 メニュー メニュー iモード メール
右上割当 ジャンプ 電話帳 カメラ iモード
左下割当 テレビ電話 テレビ電話 メール メニュー
右下割当 メール メール 電話帳 iチャネル
マナー
モード
＃キー ＃キー ＃キー サイドキー
ドライブ
モード
＊キー ＊キー ＊キー ＃キー
イメージ
表 1-27　MOAP（S）を採用した 902i シリーズ 4機種の操作キー
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① ② ③
機種名 P905i N905i F905i
発売年 2007 2007 2007
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型
左上割当 メール メール メニュー
右上割当 iモード iモード 電話帳
左下割当 メニュー メニュー テレビ電話
右下割当 カメラ／TV iチャネル メール
④ ⑤ ⑥
機種名 D905i SH905i SO905i
発売年 2007 2007 2007
形状 スライド型 二つ折り型 二つ折り型
左上割当 メニュー iモード メール
右上割当 電話帳 カメラ iモード
左下割当 スピードメニュー メール メニュー
右下割当 メール 電話帳 iチャネル／カメラ
イメージ
イメージ










2008（平成 20）年 11 月、90 シリーズと 70 シリーズの 2 つのラインナップが、「ライフスタイ
ルで選べる」という訴求で、STYLE シリーズ、PRIME シリーズ、SMART シリーズ、PRO シリーズ
の 4 つのラインナップ（図 1-18）に変わる。
STYLE シリーズは「” 自分らしい ” がきっと見つかる。選べるファッショナブルケータイ」、PRIME
シリーズは「フルに楽しむ。先取りする。新世代エンターテインメントケータイ」、SMART シリーズ
は「ON も OFF もマネジメントする。大人のインテリジェントケータイ」、PRO シリーズは「先進テ
クノロジーを自在に操る。デジタルマスターケータイ」と訴求されている。商品名は「P-01A」のよ
うに、先頭にメーカを示す記号、ハイフン、発売順に二桁の数字、末尾の「A」はシーズンを示す（A：






① ② ③ ④
機種名 P906i N906i F906i SH906i
発売年 2008 2008 2008 2008














発売年 2008 2008 2008 2008




表 1-29　906i シリーズと PRIME シリーズの文字入力関連表記の比較
認できる。
表 1-29 に、906i シリーズと PRIME シリーズの携帯電話の発信キー、＊キー、＃キーを示す。
906i シリーズと PRIME シリーズではメーカ構成が異なるため、両シリーズに共通する 4 メーカの機
種を比較した。906i シリーズは P906i（表 1-29 の①）、N906i（表 1-29 の②）、F906i（表 1-29 の③）、
SH906i（表 1-29 の④）、PRIME シリーズは P-01A（表 1-29 の⑤）、N-01A（表 1-29 の⑥）、F-01A（表










第 5 節 8 項にて述べたオペレータパック（Operator Pack：以下、OPP）は、LinuxOS 向けの OPP
（L）と SymbianOS 向けの OPP（S）が開発された。西村らの『移動端末ソフトウェアプラットフォー
ム「オペレータパック（OPP）」の開発』［注 51］によると、OPP（L）は 2009 年度冬春モデルから、
OPP（S）は 2010 年度夏モデルから搭載が開始されたとある。
表 1-30 に、OPP 搭載の 2010 年度夏モデルの操作キーを示す。OPP（L）搭載端末例は P-04B
（表 1-30 の①）、N-04B（表 1-30 の②）、OPP（S）搭載端末例は F-06B（表 1-30 の③）、SH-07B
（表 1-30 の④）である。P-04B を除いた 3 機種は操作キーが共通化されていることが確認できる。
P-04B の操作キーは P905i（表 1-28 の①）を踏襲しているが、他の 3 機種は 905i から変化している。
2010（平成 22）年 4 月 26 日、NTT ドコモとルネサス、富士通、NEC、パナソニック、シャープ
の 6 社が、携帯電話向けアプリケーションプラットフォームの共同開発に合意と発表［注 52］した。
LinuxOS 陣営の NEC・パナソニックと SymbianOS 陣営の富士通・シャープ 4 社の端末に共通で搭載
が可能な両 OS に対応したプラットフォームを開発し、2011（平成 23）年度後半に発売予定の携帯
電話への搭載を目指すとある。
2011（平成 23）年 10 月 18 日、NTT ドコモはスマートフォンを「docomo with series」と「docomo 
① ② ③ ④
機種名 P-04B N-04B F-06B SH-07B
発売年 2010 2010 2010 2010
形状 二つ折り型 二つ折り型 回転型 二つ折り型
ソフトキー 4 4 4 4
左上割当 メール メニュー メニュー メニュー
右上割当 iモード カメラ／Wi-Fi カメラ カメラ
左下割当 メニュー メール メール メール
右下割当 カメラ／TV iモード iモード iモード
イメージ
表 1-30　OPP（L）搭載 2機種（P-04B、N-04B）と OPP（S）搭載 2機種（F-06B、SH-07B）の操作キー
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NEXT series」に分け、従来の携帯電話の 4 つのシリーズを STYLE シリーズに統合すると発表［注
53］した。4 つのシリーズは 3 年間の発売期間を経て 1 つのシリーズに収束（図 1-19）する。また、
「docomo Palette UI」（以下、パレット UI）と呼称される待受／ホーム画面機能が搭載され、待受画
面を左右にスライドし「MyFACE」と呼称されるウェブコンテンツを表示することが可能となる。
表1-31に、パレットUI搭載のSTYLEシリーズの例として4機種の操作キーを示す。4機種の内訳は、
P-03D（表 1-31 の①）、N-03D（表 1-31 の②）、F-02D（表 1-31 の③）、SH-03D（表 1-31 の④）で、
LinuxOS 採用端末（P-03D、N-03D）と SymbianOS 採用端末（F-02D、SH-03D）にかかわらず操作
図 1-19　携帯電話の 4つのシリーズ（らくらくホン除く）が 1つのシリーズ（らくらくホン除く）へ統合
（報道発表資料、NTT ドコモ、2011.10）
① ② ③ ④
機種名 P-03D N-03D F-02D SH-03D
発売年 2011 2011 2011 2011
形状 スライド型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型
ソフトキー 4 4 4 4
左上割当 メニュー メニュー メニュー メニュー
右上割当 カメラ／TV カメラ／TV カメラ カメラ
左下割当 メール メール メール メール
右下割当 iモード iモード iモード iモード
イメージ
表 1-31　パレットUI 搭載の STYLE シリーズ機種例の操作キー
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キーが共通化されたことが確認できる。パレット UI は待受画面からカーソルキーの左右キー押下で





2013（平成 25）年 5 月 15 日、NTT ドコモは、従来の携帯電話の「docomo STYLE series」を「ド
コモケータイ」のカテゴリに変更すると発表した［注 54］。以降、2017（平成 29）年 12 月現在ま
でカテゴリは変更されていない。STYLE シリーズは「” 自分らしい ” がきっと見つかる。選べるファッ




種発売はなく、従来の STYLE シリーズの新色発売のみであったため、初のドコモケータイは 2013
冬モデルの P-01F と N-01F の 2 機種であるといえる。
表 1-32 に、ドコモケータイ初の 2 機種、P-01F（表 1-32 の①）、N-01F（表 1-32 の②）と、同シ
リーズ 2014 夏モデルの 2 機種、F-07F（表 1-32 の③）、SH-07F（表 1-32 の④）の操作キーを示す。
操作キーは基本的に共通化されており、10 キー下部の操作キーのみが機種ごとの特徴となっている。
また表 1-31 と比較しても、操作キーの変化がなく、同じ操作手順を継承している。
2015（平成 27）年 5 月 13 日、NTT ドコモは、「従来のドコモケータイと同じ使い勝手でご利用
いただける sp モード［注 55］対応の 2 機種を、新たに開発し提供」すると発表した［注 56］。初の
sp モード対応の携帯電話は F-05G と SH-06G の 2 機種で、AndroidOS を採用しているが GooglePlay
ストアには非対応でありスマートフォンではない。NTT ドコモは、2016（平成 28）年 11 月 2 日に
図 1-20　携帯電話の STYLE シリーズがドコモケータイへ変更
（報道発表資料、NTT ドコモ、2013.5）
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① ② ③ ④
機種名 P-01F N-01F F-07F SH-07F
発売年 2013 2013 2014 2014
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型
ソフトキー 4 4 4 4
左上割当 メニュー メニュー メニュー メニュー
右上割当 カメラ／TV カメラ／TV カメラ カメラ
左下割当 メール メール メール メール
右下割当 iモード iモード iモード iモード
イメージ
① ② ③ ④
機種名 P-01G N-01G F-05G SH-06G
発売年 2014 2014 2015 2015
ISP iモード iモード spモード spモード
ソフトキー 4 4 4 4
左上割当 メニュー メニュー メニュー メニュー
右上割当 カメラ／TV カメラ／TV カメラ カメラ
左下割当 メール メール メール メール
右下割当 iモード iモード ブラウザ ブラウザ
イメージ
表 1-32　ドコモケータイ初機種（P-01F、N-01F）と同シリーズ 2機種（F-07F、SH-07F）の操作キー






表 1-33 に sp モード対応で初のドコモケータイの機種 F-05G（表 1-33 の③）、SH-06G（表 1-33 の④）
と、同シリーズの 2014 冬モデル P-01G（表 1-33 の①）、N-01G（表 1-33 の②）の操作キーを示す。
sp モード対応となり変化したポイントは 2 つある。ひとつは i モードキーがブラウザキーに変わっ
ていることで、もうひとつはカーソルキーの左右に着信履歴・リダイヤルの表記がされていることで






表 1-34 に、通信方式およびシリーズ別の携帯電話発売機種数を示す。シリーズは全 30 種（表
1-34 の①〜㉚）である。導入期（1987-1993）は 3 種（表 1-34 の①〜③）で 14 機種、普及期
（1994-2000）は 9 種（表 1-34 の②〜⑩）で 148 機種、成熟期（2001-2008）は 20 種（表 1-34
の⑥⑧⑨、⑪〜㉗）で 253 機種、衰退期（2009-2016）は 5 種（表 1-34 の㉖〜㉚）で 108 機種が
発売されている。発売機種数が多いシリーズは、20 シリーズ（表 1-34 の⑥）の 91 機種、90 シリー
ズ（表 1-34 の⑲）の 70 機種、70 シリーズ（表 1-34 の⑳）の 65 機種で、Lechiffon シリーズ（表
1-34 の⑯）、RADIDEN シリーズ（表 1-34 の⑰）、85 シリーズ（表 1-34 の㉔）はそれぞれ発売機種
数が 1 機種である。2G の prosolid シリーズ（表 1-34 の⑭）と Music PORTER シリーズ（表 1-34 の⑮）
は 3G で後継機種が発売されている、また、PRO シリーズ（表 1-34 の㉙）は PDA タイプやスマートフォ
ンの発売が多く本論の対象としては 1 機種のみとなっている。
表 1-35 に、メーカおよび通信方式別の携帯電話発売機種数を示す。メーカは全 17 社（表 1-35 の N、
P、F、D、R、SO、T、NM、M、KY、SA、KO、SH、ER、DE、L、CA）である。初号機 TZ-802B（表
1-35 の N/P）と 2 号機 TZ-803B（表 1-35 の N/P/D）のメーカは別扱いとした。導入期（1987-1993）
は 5 社（表 1-35 の N、P、F、D、R）、普及期（1994-2000）は 15 社（表 1-35 の N、P、F、D、R、
SO、T、NM、M、KY、SA、KO、SH、ER、DE）、成熟期（2001-2008）は 12 社（表 1-35 の N、P、
F、D、R、SO、T、NM、M、SA、KO、SH、L）、衰退期（2009-2016）は 6 社（表 1-35 の N、P、F、
SH、L、CA）である。発売機種数が多いメーカは、NEC（表 1-35 の N）の 112 機種、パナソニック（表
1-35 の P）の 111 機種、富士通（表 1-35 の F）の 81 機種で、1 機種のみの発売メーカはデンソ （ー表





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































り、2006（平成 18）年以降はノキア（表 1-35 の NM）、モトローラ（表 1-35 の M）、LG（表 1-35
の L）から FOMA（3G）が発売となる。衰退期に入ると、メーカ数は大きく減少するが、三菱電機（表
1-35 の D）は携帯電話事業から撤退、ソニー（表 1-35 の SO）はスマートフォン事業に注力などメー
カ毎に要因は異なる。NEC も携帯電話事業から撤退したため、2015（平成 27）年以降はパナソニッ
ク、富士通、シャープ（表 1-35 の SH）の 3 社のみとなっている。
表 1-36 に、外観形状および通信方式別の携帯電話発売機種数を示す。外観形状は全 8 種（表
1-36 の①〜⑧）、導入期（1987-1993）は 3 種（表 1-36 の①〜③）、普及期（1994-2000）は 4 種（表
1-36 の①〜④）、成熟期（2001-2008）は 7 種（表 1-36 の①〜⑦）、衰退期（2009-2016）は 7 種（表
1-36 の①②、④〜⑧）である。発売機種数が多い外観形状は、二つ折り型（表 1-36 の②、246 機種）
で、回転二軸二つ折り型（表 1-36 の⑥、55 機種）と W オープン型（表 1-36 の⑦、9 機種）を合
わせると310機種となり全523機種の約60％が二つ折り型とその派生型で占められている。2012（平
成 24）年以降は二つ折り型のみの発売となっており、携帯電話の標準的な形状となったことが確認
できる。2002（平成 14）年に i ショットサービスが開始され、携帯電話の用途にデジカメ機能が加
わった。2003（平成 15）年以降、回転型や回転二軸二つ折り型の発売が始まっているのは第 5 節 3
項に述べたとおりである。2006（平成 18）年にワンセグ放送が開始され、携帯電話の用途にテレビ
機能が加わった。2007（平成 19）年以降、回転二軸二つ折り型の発売増加や W オープン型の発売
開始が起きているのは第 5 節 7 項に述べたとおりである。携帯電話はネットワーク端末であるため、
サービスの受容性が向上するよう新たな形に姿を変えてきたことが確認できる。衰退期に入ると、外
観形状の多様性は減じている。新しい形状としてはスライド分離型（表 1-36 の⑧）で、2010（平
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図 2-1 に、初号機 TZ-802B の外観を示す。TZ-802B はアナログ方式（1G）の携帯電話で、サイズ
は高さ 180mm、幅 42mm、奥行き 120mm、重量は 900g である。形状はストレート型で、正面に
レシーバー、ディスプレイ、操作キー、マイク、天面にアンテナ、背面にバッテリー（ストラップ付
き）が配置されている。また、操作キーは側面や底面にも配置されている。待受時間は約 4 時間で、
バッテリーの種別は Ni-Cd である。TZ-802B のメーカは、NEC とパナソニックの 2 社であるが、メー
カ毎に異なる製品という扱いではなく、単一の製品の扱いであった。 
表 2-1 に、TZ-802B の操作キーを示す。正面に 10 キ （ー表 2-1 の①〜⑫）、発信キ （ー表 2-1 の⑬）、
リダイヤルキー（表 2-1 の⑭）、終了キー（表 2-1 の⑮）が、底面に電源キー（表 2-1 の⑯）が、側
面に音量調節キー（表 2-1 の⑰）、ロックキー（表 2-1 の⑱）が配置されており、操作キー数は 18
個である。
10 キーは、電話番号入力の際に使用するプッシュ型の操作キーである。1 から 0 までの数字キーと、










図 2-2　発信キー終了キーの図記号と 600 型電話機 図 2-3　底面に配置された電源キー
表 2-1　TZ-802B の操作キー





































電源キー（図 2-3）は、電源の ON/OFF を切り替える際に使用するもので、スライド型の操作キー







2）操作キーを中心とした、TZ-802B の UI デザインについての考察
TZ-802B の形状はストレート型ではあるが奥行きが 120mm と厚く、電話機を保持した手の指が

























正面の操作キーは 10 キー部と発信キー／リダイヤルキー／終了キー部の 2 つに分かれて認識され































器の電源の ON/OFF 状態がわかる。TZ-802B の待受時間は約 4 時間と短いため、通話時以外は電源
を切るという使い方が一般的であった。間違って電源が入りっぱなしとなったままバッテリー残量が
減り、通話したい時に携帯電話が使えないという状況はユーザにとって回避したい状況であり、電源




















































図 2-11 に、2016（平成 28）年に発売された携帯電話の最新機種 P-01J の外観を示す。P-01J
は LTE 方式（4G）の二つ折り型携帯電話で、閉じた時のサイズは高さ 113mm、幅 51mm、奥行き
16.9mm、重量は 132g である。TZ-802B と比較すると、サイズは約 1/10、重量は約 1/7 で、片手
操作が可能となっている。開いた面を正面とすると、正面上部にレシーバーとディスプレイ、正面下
部に操作キーとマイク、背面上部にサブディスプレイ、背面下部にバッテリーカバーが配置されてお
り、防水性能 IPX5/7［注 7］に対応している。待受時間は約 500 時間、バッテリーの種別はリチウ




表 2-2 に、P-01J の操作キーを示す。正面下部にソフトキー（表 2-2 の①〜④）、カーソルキー（表
2-2 の⑤〜⑨）、発信キー（表 2-2 の⑩）、クリアキー（表 2-2 の⑪）、終了キー（表 2-2 の⑫）、10 キー




















































は 29 個［注 8］である。
P-01J には 4 個［注 9］のソフトキー（表 2-2 の①〜④）が搭載されている。ソフトキーには待ち
受け時の割当機能（短押し）があり、左上ソフトキーにはメニュー機能（表 2-2 の①）、右上ソフト
キーにはカメラ機能（表 2-2 の②）、左下ソフトキーにはメール機能（表 2-2 の③）、右下ソフトキー
にはブラウザ機能（表 2-2 の④）が割り当てられており、該当機能の図記号（メニュー機能は図記号
ではなく「メニュー」という文言）が表記（図 2-13 の①〜④）されている。また、左上ソフトキ （ーメ
ニューキー）以外の 3 個には長押し割当の機能があり、右上ソフトキー（カメラキー）には TV 機能







下キー、左キー、右キー、決定キーの 5 個である。待ち受け時の左キーには着信履歴一覧（図 2-13
の⑦）、右キーにはリダイヤル一覧（図 2-13 の⑧）が割り当てられている。また、上キーには電話帳（図
2-13 の⑤）、下キーには通知パネル（図 2-13 の⑥）、決定キーにはアイコン選択モードへの移行が
割り当てられており、決定キー（図 2-13 の⑨）以外は該当機能を表す図記号が表記されている。配
置位置は、正面配置操作キーの最上段中央となっている。
TZ-802B に搭載されていたリダイヤルキー（表 2-1 の⑭）は、P-01J には単独のキーとしては搭載
されておらず、カーソルキーに統合されている。待ち受け時にカーソルキーの右キー（表 2-2 の⑧）
を押下することでリダイヤル一覧画面にアクセスする。TZ-802Bのリダイヤル機能は1件であったが、




























図 2-12　P-01J のキー表記（1） 図 2-13　P-01J のキー表記（2）
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TZ-802B に搭載されていた電源キー（表 2-1 の⑯）は、P-01J には単独の操作キーとしては搭載さ



















TZ-802B に搭載されていた音量調節キー（表 2-1 の⑰）は、P-01J には単独のキーとしては搭載さ
れておらず、カーソルキーに統合されている。通話中にカーソルキーの上下キーを押下することで受
話音量を調節する仕様となっている。ただし、カーソルキーの上下キーに音量調節を表す表記はない。
TZ-802B に搭載されていたロックキー（表 2-1 の⑱）は、P-01J には搭載されておらず、ロック機
能設定操作はメニュー画面から行う仕様となっている。TZ-802B とは異なり二つ折り型の携帯電話
であるため、携帯電話を閉じれば正面配置操作キーの誤操作は起きない。
2）操作キーを中心とした、P-01J の UI デザインについての考察
TZ-802B の操作キーは 18 個中 15 個（約 83％）が正面に配置されていたが、P-01J の操作キーは
29 個中 27 個（約 93％）が正面に配置されており、操作キーの集約が進んだと言える。操作キー集
約の要因はふたつ考えられる。




る。P-01J は片手操作前提の UI 設計であるため、保持した手の指で操作可能であるよう配慮する必
要がある。P-01J の筐体形状、画面配置、キー配置から、片手操作時には保持した手の親指で操作す
ることとなるため、底面に操作キーが配置されていた場合、操作が困難となる。





図 2-14　操作キーの配置領域（上下方向）と 10 キーのキーピッチ（上下方向）の比較
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下方向）を比較したものである。TZ-802B はディスプレイとマイクの間の領域をいっぱいに使って
（約 76mm）操作キーが配置されており、10 キーの上下方向のキーピッチは約 16mm となっている。





集約要因のふたつめは、防水対応である。P-01J は IPX5 の防水規格に対応している。一般に防水
製品の設計においては、水の浸入経路である隙間を塞ぐ、あるいは隙間を作らない対策が必要である。













表 2-3 に、P-01J の状態に応じた操作キーの機能割当の比較を示す。使用頻度が高いと想定される、
携帯電話を開いて待受状態にある時（表 2-3 の①）、携帯電話を閉じて待受状態にある時（表 2-3 の
②）、携帯電話を開き待受状態からメニューキーを押下してメニュー画面を表示した時（表 2-3 の③）、


















短押し 長押し 短押し 長押し 短押し 長押し 短押し 長押し
メニュー メニュー 割当なし 割当なし 割当なし サブメニュー（ダウン確定） 割当なし
カメラ カメラ TV メニュー変更 割当なし 記号/顔（ダウン確定） 割当なし
メール メール メール問合せ 割当なし 割当なし 文字切替（ダウン確定） 割当なし














発呼モード 割当なし 割当なし 割当なし 逆順 元に戻す








1 割当なし メール 割当なし あ行（ダウン確定） 割当なし
2 割当なし Web 割当なし か行（ダウン確定） 割当なし
3 割当なし あんしん 割当なし さ行（ダウン確定） 割当なし
4 割当なし カメラ/TV/音楽 割当なし た行（ダウン確定） 割当なし
5 割当なし データ 割当なし な行（ダウン確定） 割当なし
6 割当なし おサイフケータイ 割当なし
は行
（ダウン確定） 割当なし
7 割当なし 電話機能 割当なし ま行（ダウン確定） 割当なし
8 割当なし 設定 割当なし や行（ダウン確定） 割当なし
9 割当なし ツール 割当なし ら行（ダウン確定） 割当なし







































































は電源を示す図記号が表記（図 2-12 の③）されている。クリアキーには「i チャネル」が割り当て
られており、「アップ確定」の動作となっている。長押しの割り当てはない。

































10 キーにはメニュー項目が割り当てられる。メニュー画面の GUI が横 3 ×縦 4 のマトリクス型となっ


















































使用頻度が高いと想定される 4 状態における操作キーの機能割当を確認した。図 2-16 に、携帯電














4.　TZ-802B と P-01J の操作キーの比較
表 2-4 に、TZ-802B と P-01J の操作キーの比較を示す。比較の結果、操作キーを 4 つに分類した。
ひとつめは、TZ-802B にも P-01J にも存在する操作キー（表 2-4 の①）で、10 キー、発信キー、終
了キーが該当する。ふたつめは、TZ-802B に存在し P-01J には存在しない操作キー（表 2-4 の②）で、
電源キー、リダイヤルキー、音量調節キー、ロックキーが該当する。3 つめは、TZ-802B に存在せず
P-01J に存在する操作キー（表 2-4 の③）で、ソフトキー（メニューキー、カメラキー、メールキー、
ブラウザキー）、カーソルキー（上キー、下キー、左キー、右キー、決定キー）、クリアキー、ワンタッ
チキー（Ⅰキー、Ⅱキー、Ⅲキー）、ショートカットキー、オープンキーが該当する。4 つめは TZ-
802B にも P-01J にも存在しないが、変遷過程において存在していた操作キー（表 2-4 の④）である。
これら4種類の操作キーを模式化したものを図2-17に示す。4種類の操作キーを、共通する操作キー
（図 2-17 の①）、削除された操作キー（図 2-17 の②）、追加された操作キー（図 2-17 の③）、追加後




初号機 TZ-802B の操作キーを中心とした UI デザインについて、









最新機種 P-01J の操作キーを中心とした UI デザインについて、



















図 2-17　TZ-802B と P-01J を比較し、操作キーを 4つに分類


























































































  1）　1969（昭和 44）年に発売された固定電話機 600P 形（プッシュホン）の 10 キーが初搭載である。




  4）　1972（昭和 47）年発売の 700P 形電話機、操作キーがハンドセット内側（レシーバーとマイクの間）に配置された。
　　   資料 2-1 参照
  5）　ミニプッシュホンのフッキングボタン（終了キー）の配置位置は 10 キー下部で、デザイナーの寿美田は「使用手順に
　　   適合した場所」を選んだとしている。寿美田、『電話機における人との相関性』工藝ニュース Vol.40 No.2、工業技術
　　   院産業科学研究所、1972
  6）　NTT ドコモ、『「携帯・自動車電話」サービス開始 20 年−社会のスピードに合わせた日常生活ツール−』、ドコモレポー
  　　ト No.8、NTT ドコモ、1999
  7）　IPX5 とは、内径 6.3mm の注水ノズルを使用し、約 3m の距離から 1 分あたり 12.5 リットルの水を最低 3 分間注水
  　　する条件であらゆる方向から噴流を当てても、通信機器としての機能を有することを意味する。IPX7 とは、常温で
  　　水道水、かつ静水の水深 1m のところに携帯電話を沈め、約 30 分間放置後に取り出したときに通信機器としての機
  　　能を有することを意味する。
  8）　カーソルキーは、上キー、下キー、左キー、右キー、決定キーの 5 個とみなす。
  9）　決定キーをソフトキーとみなす考え方もあるが、本論では決定キーはカーソルキーとし、ソフトキーとみなさない。
10）　着信履歴は、デジタル方式（2G）のネットワークサービスとして発信者番号通知が開始されて以降の機能であり、ア
　　   ナログ方式（1G）の初号機には具備されていなかった。
11）　ニュースや天気予報などの情報が携帯電話に配信される、プッシュ型の情報配信サービス。
12）　通信機器の表示用図記号規格 CES-DZ104、一般社団法人情報通信ネットワーク産業協会、2003（平成 15）年 5 月
13）　機能割り当てが競合し、両立ができないこと。
14）　P-01J：資料 2-2、資料 2-3 参照
写真出典：
製品カタログ、MOBILE TIDE 2010 カタログ、取扱説明書、実機撮影、ウェブサイト『データブック NTT 西日本　電話機
のあゆみ』（https://www.ntt-west.co.jp/info/databook/pdf/285.pdf）、ウェブサイト『日本初の携帯電話「TZ-802 型」レビュー、






本章では、初号機 TZ-802B と最新機種 P-01J を比較して共通する操作キーに着目、523 機種につ
いて網羅的な調査を実施し、共通する操作キーの変遷を明らかにする。
両機に共通する操作キーは、10 キーと発信キー／終了キーである。図 3-1 に共通する操作キー部を、
表 3-1 に共通する操作キーの比較を示す。10 キー（表 3-1 の①〜⑫）については表記の追加がある。
発信キー（表 3-1 の⑬）については表記に追加があり、終了キー（表 3-1 の⑭）については表記の
削除と追加がある。
2.　10 キーについて
10 キーは、初号機から最新機種までの 523 機種すべてに搭載された操作キーである。TZ-803B の
10 キーは、電話番号入力のために使用する。P-01J の 10 キーは、電話番号入力だけでなく、国際
通話用プレフィックスの「＋」入力、マナーモード ON/OFF、文字入力などにも使用する。図 3-2 に
P-01J の 10 キー表記の詳細を示す。P-01J の 10 キーは、左側に数字入力用の表記（図 3-2 の①）、
右側上部に日本語入力用の表記（図 3-2 の②）、右側下部に英語入力用の表記（図 3-2 の③）があり、










図 3-1　TZ-802 と P-01J に共通する操作キー
90
TZ-802B P-01J 削除された表記 追加された表記
① 1 なし 日本語入力用表記（あ）英語入力用表記（ . ／＠）
② 2 なし 日本語入力用表記（か）英語入力用表記（ABC）
③ 3 なし 日本語入力用表記（さ）英語入力用表記（DEF）
④ 4 なし 日本語入力用表記（た）英語入力用表記（GHI）
⑤ 5 なし 日本語入力用表記（な）英語入力用表記（JKL）
⑥ 6 なし 日本語入力用表記（は）英語入力用表記（MNO）
⑦ 7 なし 日本語入力用表記（ま）英語入力用表記（PQRS）
⑧ 8 なし 日本語入力用表記（や）英語入力用表記（TUV）





⑪ ＊ なし 日本語入力用表記（゛゜改行）英語入力用表記（A/a）




















図 3-2　P-01J の 10 キー表記
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類がある。
図 3-3 に、10 キーの日本語入力用表記別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、表記
なしが 2 機種、カナ表記が 97 機種、かな表記が 424 機種である。表記なし→カナ表記→かな表記
の順に移行が起き、かな表記機種の比率が増加し、標準的な表記となり P-01J に至る。表記なし→
カナ表記への移行は、1991（平成 3）年発売のムーバ（図 3-3 の①）にて起きている。カナ表記→





と 2 号機 TZ-803B（表 3-2 の②）は、文字入力機能がないため日本語入力用表記がない。初のカナ
表記機種はムーバ 4 機種（表 3-2 の③〜⑥）である。ムーバには電話帳（メモリダイヤル）に名前（カ
ナ／英数で 10 文字以内）を登録するための文字入力機能が搭載され、10 キーにカタカナが表記さ
れている。ただし、カナ表記位置は統一されておらず、ムーバ P（表 3-2 の③）とムーバ N（表 3-2
の④）は右下表記で、ムーバ F（表 3-2 の⑤）とムーバ D（表 3-2 の⑥）は右上表記である。第 1 章
第 3 節第 1 項にて、ムーバ開発においてメーカ独自デザインへ方針転換がなされたと述べたが、10
キーの日本語入力用表記位置のように微細な点についてもメーカ方針が現れている証左である。
表 3-3 に、10 キーの日本語入力用表記例（カナ表記→かな表記）を示す。初のかな表記機種は、
1995（平成 7）年発売のムーバ R Ⅱ（図 3-3 の②）である。ムーバ R Ⅱは 2 種類存在し、ひとつが
通称前期型で 1994（平成 6）年に発売されたもの（表 3-3 の⑤）、もうひとつが通称後期型で 1995




































































表 3-4　10 キーの日本語入力用表記例（漢字ショートメールサービス対応の 206 シリーズ 12 機種）
表 3-5　10 キーの日本語入力用表記例（i モードサービス対応の 501i シリーズ 4機種）
① ② ③ ④ ⑤ ⑥






① ② ③ ④ ⑤ ⑥












① ② ③ ④ ⑤ ⑥




⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫








① ② ③ ④








た機種はない（表 3-3 の①〜⑤）ため、商品の差別化ポイントとして訴求［注 1］されている。その
ため、外観からも漢字電話帳機能搭載がわかりやすいよう、かなが表記されている。
漢字電話帳機能は端末機能であるが、ネットワークサービスとして漢字対応が必要となる場合もあ
る。1998（平成 10）年に漢字ショートメールサービスが開始（図 3-3 の③）され、サービスに対応
した携帯電話として 206 シリーズが発売される。表 3-4 に、10 キーの日本語入力用表記例（漢字ショー
トメールサービス対応の 206 シリーズ 12 機種）を示す。206 シリーズは漢字ショートメールサー
ビスに対応し、かつ、漢字電話帳機能［注 2］を搭載しているが、全機種かな表記ではない。かな表
記は、SO206（表 3-4 の①）、SH206（表 3-4 の⑥）、P206（表 3-4 の⑦）、R206（表 3-4 の⑩）の
4 機種、カナ表記は N206（表 3-4 の②）、F206（表 3-4 の③）、D206（表 3-4 の④）、TS206（表
3-4 の⑤）、N206S（表 3-4 の⑧）、NM206（表 3-4 の⑨）、KO206（表 3-4 の⑪）、M206（表 3-4
の⑫）の 8 機種で、むしろカナ表記機種が多く、メーカ別に異なっている。
同一シリーズ全機種かな表記となる初のシリーズは 1999（平成 11）年に開始される i モードサー
ビス（図 3-3 の④）対応の 501i シリーズである。表 3-5 に、10 キーの日本語入力用表記例（i モー




表 3-6 に、メーカおよび日本語入力用表記別の携帯電話発売機種数を示す。メーカが N/P と記さ
れているのは初号機 TZ-802B、メーカが N/P/D と記されているのは 2 号機 TZ-803B である。これ
ら 2 機種は複数メーカにて製造されている。日本無線（表 3-6 の R）は、初のかな表記機種である
1995（平成 7）年発売のムーバ R Ⅱ（後期型）以降、全機種が漢字電話帳機能搭載でかな表記となっ
ている。
日本無線の次にかな表記機種を発売しているメーカは、シャープ（表 3-6 の SH）で、1997（平成 9）
年発売の SH201［注 4］がシャープ初のかな表記機種である。シャープからは SH201 含め 62 機種
が発売されているが、すべて漢字電話帳機能搭載でかな表記機種である。
シャープの次にかな表記機種を発売しているメーカは、パナソニック（表 3-6 の P）で、1997（平
成 9）年発売の P205［注 5］がパナソニック初のかな表記機種である。パナソニックは P205 以降、
漢字電話帳機能搭載機種すべて［注 6］が、かな表記となる。
パナソニックの次にかな表記機種を発売しているメーカは、ソニー（表 3-6 の SO）で、1998（平
成 10）年発売の SO206（表 3-4 の①）がソニー初のかな表記機種である。ソニーは、SO206 以降
全機種が、かな表記となる。
ソニーの次にかな表記機種を発売しているメーカは、NEC（表 3-6 の N）、富士通（表 3-6 の F）、
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥
メーカ 三菱 東芝
機種名 N206 N206S F206 F156 D206 TS206
発売年
イメージ
⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫
メーカ モトローラ














3 社の次にかな表記機種を発売しているメーカは、サンヨー（表 3-6 の SA）、ノキア（表 3-6 の
NM）、エリクソン（表 3-6 の ER）で、1999（平成 11）年発売の SA207［注 10］、NM207［注
11］、ER207［注 12］が各社初のかな表記機種である。各社とも、207 シリーズ以降全機種が、か
な表記となる。
2000（平成 12）年に、国際電気（表 3-6 の KO）が KO208［注 13］で、かな表記となり、以降
全機種が、かな表記となる。2002（平成 14）年に東芝（表 3-6 の T）が T2101V（表 1-15 の⑥）で、
2006（平成 18）年にモトローラ（表 3-6 の M）が M702iS［注 14］、M702iG［注 15］で、かな表
記となる。東芝、モトローラともに以降の携帯電話発売はない。
シャープ同様、かな表記機種のみを発売したメーカは、LG（表 3-6 の L）とカシオ（表 3-6 の CA）で、
カナ表記機種のみを発売したメーカは、京セラ（表 3-6 の KY）とデンソー（表 3-6 の DE）である。
かな表記の 424 機種はすべて漢字入力が可能である。また、カナ表記の 97 機種のうち 13 機種は
漢字入力が可能である。表 3-7 に、漢字入力可能であるがカナ表記が採用された 13 機種を示す。13
機種は 1998（平成 10）年と 1999（平成 11）年に発売されており、NEC の携帯電話が 2 機種（表
3-7 の①②）、富士通が 2 機種（表 3-7 の③④）、三菱電機が 1 機種（表 3-7 の⑤）、東芝が 1 機種
（表 3-7 の⑥）、ノキアが 3 機種（表 3-7 の⑦〜⑨）、モトローラが 1 機種（表 3-7 の⑩）、国際電気
が 2 機種（表 3-7 の⑪⑫）、デンソーが 1 機種（表 3-7 の⑬）である。NM206、NM156、NM157
は漢字ショートメールサービスに対応し漢字入力が可能であるが、漢字電話帳機能は搭載していない。
1999（平成 11）年に発売された NM207 は、漢字電話帳機能を搭載し、かな表記となっていること









力用表記があり 0 キーに QZ 表記がある機種（QZ 型とする）、英語入力用表記があり 0 キーに QZ 表
記がなく、7 キーに PQRS、9 キーに WXYZ と表記されている機種（noQZ 型とする）の 3 種類がある。
図 3-4 に、10 キーの英語入力用表記別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、表記な
しが 2 機種、QZ 型が 87 機種、noQZ 型が 434 機種である。表記なし→ QZ 型→ noQZ 型の順に移
行が起き、noQZ 型の比率が増加し、標準的な表記となり P-01J に至る。表記なし→ QZ 型への移行は、
1991（平成 3）年発売のムーバ（図 3-4 の①）にて起きている。QZ 型→ noQZ 型への移行は、1995（平
成 7）年から 2000（平成 12）年までに起きており、2001（平成 13）年以降の機種は全機種 noQZ
型となっている。導入期（1987-1993）に QZ 型への移行、普及期（1994-2000）に noQZ 型への
移行が起き、成熟期（2001-2008）以降は全機種 noQZ 型で統一される。
表 3-8 に、10 キーの英語入力用表記例（表記なし→ QZ 型）を示す。初号機 TZ-802B（表 3-8 の
①）と 2 号機 TZ-803B（表 3-8 の②）は、文字入力機能がないため英語入力用表記がない。初の QZ
型機種はムーバ 4 機種（表 3-8 の③〜⑥）である。ムーバには電話帳（メモリダイヤル）に名前（カ
ナ／英数で 10 文字以内）を登録するための文字入力機能が搭載され、10 キーにアルファベットが
表記されている。アルファベット表記は北米の電話機［注 16］に倣い、0 キーに不足する QZ を割
り当てたと推測する。
表 3-9 に、10 キーの英語入力用表記例（QZ 型→ noQZ 型）を示す。初の noQZ 型機種は、1996


































































表 3-9　10 キーの英語入力用表記例（QZ型→ noQZ 型）
表 3-10　10 キーの英語入力用表記例（ショートメール対応の 203 シリーズ 6機種）
表 3-11　10 キーの英語入力用表記例（i モードサービス対応の 501i シリーズ 4機種）
① ② ③ ④ ⑤ ⑥






① ② ③ ④ ⑤ ⑥






① ② ③ ④






① ② ③ ④ ⑤ ⑥




⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫
機種名 SO101 SA101 KY101 NM101 KO101 R101
発売年 1996 1996 1996











3-4 の③）され、サービスに対応した携帯電話として 203 シリーズが発売される。表 3-10 に、10 キー
の英語入力用表記例（ショートメールサービス対応の 203 シリーズ 6 機種）を示す。noQZ 型は
P203（表 3-10 の④）と F203（表 3-10 の⑤）の 2 機種、QZ 型は KO203（表 3-10 の①）、N203（表
3-10 の②）、D203（表 3-10 の③）、R203（表 3-10 の⑥）の 4 機種で、むしろ noQZ 型の機種が多く、
メーカ別に異なっている。
同一シリーズ全機種が noQZ 型となる初のシリーズは、1999（平成 11）年に開始される i モード
サービス（図 3-4 の④）対応の 501i シリーズである。表 3-11 に、10 キーの英語入力用表記例（i モー
ドサービス対応の 501i シリーズ 4 機種）を示す。501i シリーズは全機種 noQZ 型（表 3-11 の①〜
④）となるが、続く 502i シリーズでは QZ 型の機種がある。表 3-12 に、10 キーの英語入力用表記
例（i モードサービス対応の 502i シリーズ 9 機種）を示す。2000（平成 12）年発売の NM502i（表
3-12 の⑤）は QZ 型で他の 8 機種（表 3-12 の①〜④⑥〜⑨）はすべて noQZ 型である。NM502i よ
り後の発売機種はすべて noQZ 型となる。
表 3-13 に、メーカおよび英語入力用表記別の携帯電話発売機種数を示す。
ソニー（表 3-13 の SO）は、初の noQZ 型機種である 1996（平成 8）年発売の SO101（表 3-9 の
⑦）以降、全機種が noQZ 型となっている。
ソニーの次に noQZ 型機種を発売しているメーカは京セラ（表 3-13 の KY）で、1996（平成 8）
年発売の KY101（表 3-9 の⑨）が京セラ初の noQZ 型機種である。1997（平成 9）年発売の KY201
［注 17］も noQZ 型機種で、以降京セラの携帯電話は発売されていない。
京セラの次に noQZ 型機種を発売しているメーカはパナソニック（表 3-13 の P）で、1996（平成 8）
表 3-12　10 キーの英語入力用表記例（i モードサービス対応の 502i シリーズ 9機種）
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 F502i D502i N502i P502i NM502i F502it




















































































































































































































































































































































































































5 8 62 52





























T NMN P F D R SO
100
年発売の P201［注 18］がパナソニック初の noQZ 型機種である。パナソニックは、P201 以降全機
種が noQZ 型となる。
パナソニックの次に noQZ 型機種を発売しているメーカは富士通（表 3-13 の F）で、1997（平成
9）年発売の F203（表 3-10 の⑤）が富士通初の noQZ 型機種である。富士通は、F203 以降全機種
が noQZ 型となる。
富士通の次に noQZ 型機種を発売しているメーカは三菱電機（表 3-13 の D）で、1998（平成 10）
年発売の D206［注 19］が三菱電機初の noQZ 型機種である。三菱電機は、D206 以降全機種が
noQZ 型となる。
三菱電機の次に noQZ 型機種を発売しているメーカは東芝（表 3-13 の T）で、1998（平成 10）
年発売の TS206［注 20］が東芝初の noQZ 型機種である。2002（平成 14）年発売の T2101V（表
1-15 の⑥）も noQZ 型で、T2101V より後に携帯電話は発売されていない。
東芝の次に noQZ 型機種を発売しているメーカは日本無線（表 3-13 の R）で、1998（平成 10）
年発売の R206［注 21］が日本無線初の noQZ 型機種である。日本無線は、R206 以降全機種が
noQZ 型となる。
日本無線の次に noQZ 型機種を発売しているメーカはエリクソン（表 3-13 の ER）で、1998（平
成 10）年発売の ER205［注 22］がエリクソン初の noQZ 型機種である。エリクソンは、ER205 以
降全機種が noQZ 型となる。
エリクソンの次に noQZ 型機種を発売しているメーカは NEC（表 3-13 の N）で、1998（平成
10）年発売の N207 が NEC 初の noQZ 型機種である。NEC は、N207 以降全機種が noQZ 型となる。
NEC の次に noQZ 型機種を発売しているメーカはデンソー（表 3-13 の DE）で、1998（平成 10）
年発売の DE207［注 23］が noQZ 型機種である。デンソーは DE207 以外の携帯電話を発売していない。
デンソーの次に noQZ 型機種を発売しているメーカはサンヨー（表 3-13 の SA）で、1998（平成
10）年発売の SA207 がサンヨー初の noQZ 型機種である。サンヨーは、SA207 以降全機種が noQZ
型となる。
サンヨーの次に noQZ 型機種を発売しているメーカはシャープ（表 3-13 の SH）で、1998（平成
10）年発売の SH811［注 24］がシャープ初の noQZ 型機種である。シャープは、SH811 以降全機
種が noQZ 型となる。
シャープの次に noQZ 型機種を発売しているメーカはノキア（表 3-13 の NM）で、2006（平成
18）年発売の NM850iG［注 25］がノキア初の noQZ 型機種である。ノキアは、NM850iG 以降全機
種が noQZ 型となる。
ノキアの次に noQZ 型機種を発売しているメーカはモトローラ（表 3-13 の M）で、2006（平成
18）年発売の M702iS がモトローラ初の noQZ 型機種である。以降、同年発売の M702iG が続くが、
モトローラは M702iG より後に携帯電話を発売していない。
モトローラの次に noQZ 型機種を発売しているメーカは LG（表 3-13 の L）で、2006（平成 18）
年に noQZ 型の SIMPURE L［注 26］が発売される。LG の携帯電話はすべて noQZ 型である。
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LG の次に noQZ 型機種を発売しているメーカはカシオ（表 3-13 の CA）で、2011（平成 23）年






表 3-14 に、10 キーの長押し時の表記例を示す。
1 キー（表 3-14 の①）には 4 種類（留守番電話［注 28］、音声メモ［注 29］、現在地確認［注
30］、i ウィジェット［注 31］）の表記があるが、P-01J の 1 キーには長押し時の表記がない。
2 キー（表 3-14 の②）にはハンドミラー［注 32］の表記があるが、P-01J の 2 キーには長押し時
の表記がない。
3 キー（表 3-14 の③）には 2 種類（IC カードロック［注 33］、現在地確認）の表記があるが、
P-01J の 3 キーには長押し時の表記がない。
4 キ （ー表 3-14 の④）には 2 種類（ライト［注 34］、検索［注 35］）の表記があるが、P-01J の 4 キー
には長押し時の表記がない。
5 キー（表 3-14 の⑤）には 2 種類（省電力モード［注 36］、文字サイズ［注 37］）の表記があるが、
P-01J の 5 キーには長押し時の表記がない。
6 キー（表 3-14 の⑥）には 4 種類（Bluetooth［注 38］、ソーラー充電［注 39］、ハンドミラー、
ライト）の表記があるが、P-01J の 6 キーには長押し時の表記がない。
7 キ （ー表 3-14 の⑦）には 2 種類（音声メモ、使い方ガイド［注 40］）の表記があるが、P-01J の 7 キー
には長押し時の表記がない。
8 キー（表 3-14 の⑧）には 2 種類（プライバシー［注 41］、文字サイズ）の表記があるが、
P-01J の 8 キーには長押し時の表記がない。
9 キ （ー表 3-14 の⑨）には現在地確認の表記があるが、P-01J の 9 キーには長押し時の表記がない。
0 キー（表 3-14 の⑩）には 2 種類（i モード、＋）の表記があり、P-01J の 0 キーには＋が表記
されている。
＊キ （ー表 3-14 の⑪）には 6 種類（リダイヤル、ドライブモード［注 42］、スピーカ ［ー注 43］、マナー
モード、IC カードロック、＋）の表記があるが、P-01J の＊キーには長押し時の表記がない。
＃キー（表 3-14 の⑫）には 3 種類（ドライブモード、モード設定、マナーモード）の表記があり、
P-01J の＃キーにはマナーモードが表記されている。
10 キーにおける長押し時の表記は、初号機 TZ-802B にはなく、最新機種 P-01J に至る過程におい
て 10 キーすべてにあり、P-01J では 0 キーと＃キーに長押し表記がある。
図 3-5 から図 3-16 に、10 キーの各キーにおける長押し表記別の携帯電話発売機種数を示す。



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































が 10 機種、音声メモ表記が 3 機種、現在地確認表記が 39 機種、i ウィジェット表記が 3 機種である。
初の留守番電話表記機種は、1997（平成 9）年発売の NM201（図 5-3 の①）で、2008（平成 20）
年発売の NM706i までの 10 機種が留守番電話表記機種である。この 10 機種のメーカはノキアであ
るため、ノキア固有の特徴である。初の音声メモ表記機種は、2006（平成 18）年発売の SH902iS（表
3-5 の②）で、SH902iSL、SH702iS が続く。この 3 機種のメーカはシャープである。音声メモ表記
は7キ （ー表3-14の⑦）にもあるが、7キーの音声メモ表記機種のメーカもシャープであるため、シャー
プ固有の特徴である。初の現在地確認表記機種は、2006（平成 18）年発売の N903i（表 3-5 の③）
である。現在地確認表記機種のメーカは NEC が 22 機種、パナソニックが 15 機種、LG とカシオが
各 1 機種である。現在地確認表記は 3 キー（表 3-14 の③）と 9 キー（表 3-14 の⑨）にもある。初
の i ウィジェット表記機種は、2011（平成 23）年発売の SH-03D（図 3-5 の④）で、SH-05D、SH-
03E が続く。この 3 機種のメーカはシャープであるため、シャープ固有の特徴である。
2 キー（図 3-6）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 522 機種、ハンドミラー表
記が 1 機種である。ハンドミラー表記機種は、2011（平成 23）年発売の SH-10C（図 3-6 の①）で
ある。ハンドミラー表記は 6 キー（表 3-14 の⑥）にもあるが、6 キーのハンドミラー表記機種のメー
カもシャープであるため、シャープ固有の特徴である。
3 キー（図 3-7）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 479 機種、IC カードロック
表記が 43 機種、現在地確認表記が 1 機種である。初の IC カードロック表記機種は、2006（平成
18）年発売の N902iS（図 3-7 の①）である。IC カードロック表記機種のメーカは NEC が 40 機種、
パナソニックが 2 機種、カシオが 1 機種である。IC カードロック表記は＊キー（表 3-14 の⑪）に
もある。現在地確認表記機種は、2011（平成 23）年発売の SH-10C（図 3-7 の②）である。現在地
確認表記は 1 キー（図 3-5）と 9 キー（表 3-14 の⑨）にもある。
4 キ （ー図 3-8）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 512 機種、ライト表記が 1 機種、
検索表記が 10 機種である。ライト表記機種は、2008（平成 20）年発売の SH706i（図 3-8 の①）
である。ライト表記は 6 キー（表 3-14 の⑥）にもあるが、6 キーのライト表記機種のメーカもシャー
プであるため、シャープ固有の特徴である。初の検索表記機種は、2010（平成 22）年発売の SH-07B（図
3-8 の②）である。以降、2012（平成 24）年発売の SH-03E までの 10 機種が検索表記機種である。
この 10 機種のメーカはシャープであるため、シャープ固有の特徴である。
5 キー（図 3-9）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 441 機種、省電力モード表
記が 63 機種、文字サイズ表記が 19 機種である。初の省電力モード表記機種は、2007（平成 19）
年発売の N905i（図 3-9 の①）である。省電力モード表記機種のメーカは NEC が 28 機種、パナソ
ニックが 14 機種、富士通が 8 機種、シャープが 11 機種、LG とカシオが各 1 機種である。初の文
字サイズ表記機種は、2008（平成 20）年発売の SH905iTV（図 3-9 の②）である。以降、2010（平
成 22）年発売の SH-06B までの 19 機種が文字サイズ表記機種である。この 19 機種のメーカはシャー
プである。また、文字サイズ表記は 8 キー（表 3-14 の⑧）にもあるが、8 キーの文字サイズ表記機
種のメーカもシャープであるため、シャープ固有の特徴である。
110
6 キー（図 3-10）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 505 機種、Bluetooth 表記
が 12 機種、ソーラー充電表記が 1 機種、ハンドミラー表記が 4 機種、ライト表記が 1 機種である。
初の Bluetooth 表記機種は、2008（平成 20）年発売の SH906i（図 3-10 の①）である。以降、2011（平
成 23）年発売の SH-10C までの 12 機種が Bluetooth 表記である。この 12 機種のメーカはシャープ
であるため、シャープ固有の特徴である。ソーラ充電表記機種は、2009（平成 21）年発売の SH-08A（図
3-10 の②）である。ソーラ充電表記機種は、SH-08A のみであるため機種固有の特徴である。初の
ハンドミラー表記機種は 2010（平成 22）年発売の SH-08B（図 3-10 の③）である。以降、2011（平
成 23）年発売の SH-11C までの 4 機種がハンドミラー表記である。この 4 機種のメーカはシャープ
である。また、ハンドミラー表記は 2 キ （ー図 3-6）にもあるが、2 キーのハンドミラー表記機種のメー
カもシャープであるため、シャープ固有の特徴である。ライト表記機種は、2010（平成 22）年発売
の SH-09B（図 3-10 の④）である。ライト表記は 4 キー（図 3-8）にもあるが、4 キーのライト表
記機種のメーカもシャープであるため、シャープ固有の特徴である。
7 キー（図 3-11）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 483 機種、音声メモ表記が
37 機種、使い方ガイド表記が 3 機種である。初の音声メモ表記機種は、2006（平成 18）年発売の
SH903i（図 3-11 の①）である。以降、2012（平成 24）年発売の SH-03E までの 37 機種が音声メ
モ表記である。この 37 機種のメーカはシャープである。また、音声メモ表記は 1 キー（図 3-5）に
もあるが、1 キーの音声メモ表記機種のメーカもシャープであるため、シャープ固有の特徴である。
初の使い方ガイド表記機種は、2010（平成 22）年発売の L-01B（図 3-11 の②）で、L-04B、L-10C
と続く。この 3 機種のメーカはすべて LG であるため、LG 固有の特徴である。
8 キー（図 3-12）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 500 機種、プライバシー表
記が 14 機種、文字サイズ表記が 9 機種である。初のプライバシー表記機種は、2010（平成 22）年
発売の N-04B（図 3-12 の①）である。以降、2014（平成 27）年発売の N-01G までの 14 機種がプ
ライバシー表記である。この 14 機種のメーカは NEC であるため、NEC 固有の特徴である。初の文
字サイズ表記機種は、2010（平成 22）年発売の SH-07B（図 3-12 の②）である。以降、2011（平
成 23）年発売の SH-11C までの 9 機種が文字サイズ表記である。この 9 機種のメーカはシャープで
ある。また、文字サイズ表記は 5 キー（図 3-9）にもあるが、5 キーの文字サイズ表記機種のメーカ
もシャープであるため、シャープ固有の特徴である。
9 キー（図 3-13）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 520 機種、現在地確認表
記が 3 機種である。初の現在地確認表記機種は、2007（平成 19）年発売の SO905i（図 3-13 の①）
で、SO905iCS、SO906i が続く。この 3 機種のメーカはソニーである。現在地確認表記は 1 キー（図
3-5）と 3 キー（図 3-7）にもあるが、ソニーの携帯電話にはない。よって 9 キーにおける現在地確
認表記はソニー固有の特徴である。
0 キ （ー図 3-14）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 326 機種、＋表記が 194 機種、
i モード表記が 3 機種である。初の＋表記機種は、2004（平成 16）年発売の N900iG（図 3-14 の①）
である。＋表記機種のメーカは NEC が 41 機種、パナソニックが 45 機種、富士通が 36 機種、三
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菱電機が 8 機種、ソニーが 6 機種、モトローラが 2 機種、シャープが 41 機種、LG が 14 機種、カ
シオが 1 機種である。初の i モード表記機種は 2006（平成 18）年発売の NM850iG で、NM705i、
NM706i が続く。この 3 機種のメーカはノキアであるため、ノキア固有の特徴である。また、この 3
機種は＊キーの＋表記機種（表 3-14 の⑪）でもある。図 3-14 から、0 キーの長押し表記として＋
表記が標準的な表記となり P-01J に至ることが確認できる。
＊キー（図 3-15）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 512 機種、リダイヤル表
記が 5 機種、ドライブモード表記が 311 機種、スピーカー表記が 2 機種、マナーモード表記が 39
機種、IC カードロックが 11 機種、＋表記が 3 機種である。初のリダイヤル表記機種は、1997（平
成 9）年発売の NM201（図 3-15 の①）である。以降、1999（平成 11）年発売の NM502i までの
5 機種がリダイヤル表記である。この 5 機種のメーカはノキアであるため、ノキア固有の特徴である。
初のドライブモード表記機種は 1998（平成 10）年発売の F156（図 3-15 の②）である。ドライブ
モード表記機種のメーカは NEC が 85 機種、パナソニックが 58 機種、富士通が 68 機種、三菱電機
が 17 機種、モトローラが 2 機種、サンヨーが 2 機種、国際電気が 4 機種、シャープが 58 機種、LG




ていない。初のスピーカー表記機種は 1999（平成 11）年発売の R207（図 3-15 の③）で、R208
が続く。この 2 機種のメーカは日本無線であるため、日本無線固有の特徴である。初のマナーモー
ド表記機種は 1999（平成 11）年発売の DE207（図 3-15 の④）である。マナーモード表記機種のメー
カはパナソニックが 13 機種、三菱電機が 18 機種、日本無線が 4 機種、東芝が 1 機種、ノキアが 2
機種、デンソーが 1 機種である。マナーモード表記は＃キー（表 3-14 の⑫）にもある。初の IC カー
ドロック表記機種は、2006（平成 18）年発売の SO902i である。以降、2008（平成 20）年発売の
SO706i までの 11 機種が IC カードロック表記である。この 11 機種のメーカはソニーである。IC カー
ドロック表記は 3 キ （ー図 37）にもあるが、ソニーに 3 キーの IC カードロック表記機種はない。よっ
て＊キーにおける IC カードロック表記はソニー固有の特徴である。初の＋表記機種は、2006（平成
18）年発売の NM850iG で、NM705i、NM706i が続く。この 3 機種のメーカはノキアであるため、
ノキア固有の特徴である。また、この 3 機種は 0 キーの i モード表記機種でもある。
＃キー（図 3-16）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 117 機種、ドライブモー
ド表記が 98 機種、モード設定表記が 2 機種、マナーモード表記が 306 機種である。初のドライブ
モード表記機種は、1998（平成 10）年発売の P206（図 3-16 の①）である。ドライブモード表記
機種のメーカは NEC が 2 機種、パナソニックが 32 機種、三菱電機が 21 機種、日本無線が 6 機種、
ソニーが 29 機種、東芝が 1 機種、ノキアが 3 機種、サンヨーが 1 機種、シャープが 2 機種、デンソー
が 1 機種である。ドライブモード表記は＃キー（表 3-14 の⑫）にもある。1998（平成 10）年以降、
ドライブモード表記機種の割合が増加するが、2001（平成 13）年以降はマナーモード表記の割合が
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増加する。初のモード設定表記は、1998（平成 10）年発売の NM206（図 3-16 の②）で、NM156
が続く。この 2 機種のメーカはノキアであるため、ノキア固有の特徴である。初のマナーモード表
記機種は、1999（平成 11）年発売の N208（図 3-16 の③）である。マナーモード表記機種のメー
カは NEC が 84 機種、パナソニックが 59 機種、富士通が 63 機種、三菱電機が 17 機種、ノキアが
3 機種、モトローラが 2 機種、サンヨーが 2 機種、国際電気が 2 機種、シャープが 56 機種、LG が
17 機種、カシオが 1 機種である。マナーモード表記は＃キ （ー図 3-15）にもある。図 3-16 から、＃キー
の長押し表記としてマナーモード表記が標準的な表記となり P-01J に至ることが確認できる。
10 キーにおける長押し表記について 523 機種の網羅的な調査を実施し、0 キーの＋表記、＊キー
のドライブモード表記、＃キーのマナーモード表記が標準的な表記となり P-01J に至る（ただし、
P-01J はドライブモード非対応のため＊キーに表記がない）ことを確認した。
表 3-15 に、メーカおよび 0 キーの長押し表記別の携帯電話発売機種数を示す。0 キーの＋表記に
ついて、メーカは 3 種類に分けられる。＋表記に移行しないメーカ 8 社、＋表記に移行するメーカ
8 社、＋表記機種のみを発売しているメーカ 1 社である。＋表記に移行しない 8 社は、日本無線（表
3-15 の R）、東芝（表 3-15 の T）、ノキア（表 3-15 の NM）、京セラ（表 3-15 の KY）、サンヨー（表
3-15 の SA）、国際電気（表 3-15 の KO）、エリクソン（表 3-15 の ER）、デンソー（表 3-15 の DE）
である。＋表記に移行する 8 社は、NEC（表 3-15 の N）、パナソニック（表 3-15 の P）、富士通（表
3-15 の F）、三菱電機（表 3-15 の D）、ソニー（表 3-15 の SO）、モトローラ（表 3-15 の M）、シャー
プ（表 3-15 の SH）、LG（表 3-15 の L）である。＋表記機種のみを発売しているメーカはカシオ（表
3-15 の CA）である。




帯電話は、国際ローミングサービスに対応していない（ノキアの i モード表記 3 機種を除く）。また、
2008（平成 20）年以降に発売される携帯電話はすべて国際ローミングサービスに対応する。
0 キーに＋が表記される 194 機種のうち国際ローミングサービスに対応しているのは 179 機種で、
15 機種は国際ローミングサービス非対応である。また 523 機種中、国際ローミングサービス対応機
種は 188 機種で、国際ローミングサービスに対応し、かつ、0 キーに＋が表記されない機種は 9 機
種である。表 3-16 に、国際ローミングサービス対応および 0 キーの長押し表記別の携帯電話機種を
示す。国際ローミングサービス非対応で＋表記の 15 機種はすべて 2007（平成 19）年に発売されて
おり、メーカは NEC、パナソニック、富士通、三菱電機、シャープの 5 社である。国際ローミングサー
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シャープ、LG の 6 社は、国際ローミング対応に関係なく 2007（平成 19）年夏モデル以降は、全機
種が＋表記となる。
表 3-17 に、メーカおよび＊キーの長押し表記別の携帯電話発売機種数を示す。0 キーのドライブ
モード表記について、メーカは 3 種類に分けられる。ドライブモード表記に移行しないメーカ 7 社、
ドライブモード表記に移行するメーカ 9 社、ドライブモード表記機種のみを発売しているメーカ 1
社である。ドライブモード表記に移行しない 7 社は、日本無線（表 3-17 の R）、ソニー（表 3-17
の SO）、東芝（表 3-17 の T）、ノキア（表 3-17 の NM）、京セラ（表 3-17 の KY）、エリクソン（表
3-17 の ER）、デンソー（表 3-17 の DE）である。ドライブモード表記に移行する 9 社は、NEC（表
3-17 の N）、パナソニック（表 3-17 の P）、富士通（表 3-17 の F）、三菱電機（表 3-17 の D）、モト
ローラ（表 3-17 の M）、サンヨー（表 3-17 の SA）、国際電気（表 3-17 の KO）、シャープ（表 3-17
の SH）、LG（表 3-17 の L）である。ドライブモード表記機種のみを発売しているメーカはカシオ（表
3-17 の CA）である。
＊キーにドライブモードが表記される初の携帯電話は、1998（平成 10）年発売の F156（図 3-15
の①）である。F156 は、同年発売の F206 の 1.5GHz モデルで外観は同じであるが、＊キーの表記
が異なっている。表 3-18 に、F206（表 3-18 の①）と F156（表 3-18 の②）の操作キー部を示す。
ドライブモードの設定操作が、F206 は＊キー＋発信であるが、F156 は＊キー長押しとなっている。
富士通の携帯電話は F156 以降の全 68 機種がドライブモード表記となる。
富士通の次にドライブモード表記に移行するメーカは国際電気で、1998（平成 10）年発売の
KO207［注 46］が国際電気初のドライブモード表記機種である。国際電気の携帯電話は KO207 以
降の全 4 機種がドライブモード表記となる。
国際電気の次にドライブモード表記に移行するメーカは NEC で、1999（平成 11）年発売の
N501i（表 1-7 の②）が NEC 初のドライブモード表記機種である。NEC の携帯電話は N501i 発売後、
3 機種（N601ps［注 47］、N811［注 48］、N831［注 49］）以外の全機種がドライブモード表記と
なる。N601ps は 1999（平成 11）年に発売されたプリペイド方式の携帯電話で、N207 をベースに
外観を変更したものである。よって、N207 同様＊キーにドライブモードが表記されない。N811 は、
ドッチーモと呼称される携帯電話と PHS のデュアルモード機で 1999（平成 11）年に発売された。
N831 は N811 のプリペイド方式機種（外観は同じ）で 2000（平成 12）年に発売された。N811、
表 3-16　国際ローミングサービス対応および 0キーの長押し表記別の携帯電話機種
N N703iD N703iμ 2
P P703i P703iμ P903iTV P903iX P704i 5
F F703i F903iX 2
D D703i D903iTV D704i 3
SH SH703i SH903iTV SH704i 3
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P504i P505i P506iC P506iCⅡ
P504iS P505iS




P2002 P2102V P900i P901i P901iTV
P900iV P901iS P902iS
P902i P903i




















表記される機種はこの 2 機種だけである。N811、SH811、P811［注 50］はドッチーモの初号機で
あり、3 機種とも＃キーにドライブモードが表記されている。同年発売のドッチーモ 2 号機 N821i
［注 51］、SH821i［注 52］、P821i［注 53］は、N821i が＊キーにドライブモード表記へ移行し、
SH821i と P8021i は＃キーにドライブモードが表記されている。NEC の携帯電話は N501i 発売以後、
N601ps、N811、N831 の 3 機種を除き全 85 機種がドライブモード表記となる。
NEC の次にドライブモード表記に移行するメーカはシャープで、2002（平成 14）年発売の
SH251i（表 1-19 の①）がシャープ初のドライブモード表記機種である。シャープの携帯電話は
SH251i 以後の全 62 機種がドライブモード表記となる。
シャープの次にドライブモード表記に移行するメーカはパナソニックで、2002（平成 14）年発
売の P2002（表 1-15 の③）がパナソニック初のドライブモード表記機種である。パナソニックは
2002（平成 14）年と 2003（平成 15）年に、表記なし機種、マナーモード表記機種、ドライブモー




は LTE 方式対応で、ドライブモード非対応）である。3G 端末の初号機 P2101V（表 1-15 の④）だけが、
＊キーにドライブモードを表記していない。2G 端末は、表記なしからマナーモード表記へ移行する。
2003（平成 15）年発売の P211iS［注 54］が最後の表記なし機種であるが、P211iS は 2002（平
成 14）年発売の P211i（表 1-13 の①）に不在着信秒数表示（ワン切り対策機能）を追加した機種で、
外観やキー表記は同じである。よって、実質的には 2002（平成 14）年発売の P504i［注 55］以後
マナーモード表記に移行している。
パナソニックの次にドライブモード表記に移行するメーカは三菱電機で、2005（平成 17）年発売
の D901i［注 56］が三菱電機初のドライブモード表記機種である。三菱電機の携帯電話は D901i 以
後の全 17 機種がドライブモード表記となる。
三菱電機の次にドライブモード表記に移行するメーカはサンヨーである。2005（平成 17）年発売
の SA700iS［注 57］がサンヨー初のドライブモード表記機種で、2006（平成 18）年発売の SA702i
［注 58］が続く。サンヨーは SA702i 以後、携帯電話を発売していない。
サンヨーの次にドライブモード表記に移行するメーカは LG で、2006（平成 18）年発売の
SIMPURE L1［注 59］が LG 初のドライブモード表記機種である。LG の携帯電話は SIMPURE L1 以
後の全 16 機種がドライブモード表記となる。
LG の次にドライブモード表記に移行するメーカはモトローラである。2006（平成 18）年発売の
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ド表記について、メーカは 3 種類に分けられる。マナーモード表記に移行しないメーカ 6 社、マナー
モード表記に移行するメーカ 10 社、マナーモード表記機種のみを発売しているメーカ 1 社である。
マナーモード表記に移行しない 6 社は、日本無線（表 3-20 の R）、ソニー（表 3-20 の SO）、東芝（表
3-20 の T）、京セラ（表 3-20 の KY）、エリクソン（表 3-20 の ER）、デンソー（表 3-20 の DE）である。
マナーモード表記に移行する 10 社は、NEC（表 3-20 の N）、パナソニック（表 3-20 の P）、富士通（表
3-20 の F）、三菱電機（表 3-20 の D）、ノキア（表 3-20 の NM）、モトローラ（表 3-20 の M）、サンヨー
（表 3-20 の SA）、国際電気（表 3-20 の KO）、シャープ（表 3-20 の SH）、LG（表 3-20 の L）である。
マナーモード表記機種のみを発売しているメーカはカシオ（表 3-20 の CA）である。
＃キーにマナーモードが表記される初の機種は、1999（平成 10）年発売の N208［注 60］であ
る。NEC の携帯電話は N208 発売後、2000（平成 12）年発売の N831 以外の全 84 機種がマナーモー
ド表記となる。N831 は 1999（平成 11）年発売の N811 のプリペイド方式機種（外観は同じ）で、
N811とN831は＃キーにドライブモードが表記されている。NECの携帯電話で＃キーにドライブモー
ドが表記される機種はこの 2 機種だけである。
NEC の次にマナーモード表記に移行するメーカは富士通で、1999（平成 11）年発売の F502i（表
1-8 の③）が富士通初のマナーモード表記機種である。富士通の携帯電話は F502i 以後の全 63 機種
がマナーモード表記となる。
富士通の次にマナーモード表記に移行するメーカは国際電気である。2000（平成 12）年発売の
KO209i（表 1-9 の⑦）が国際電気初のマナーモード表記機種で、2001（平成 13）発売の KO210i（表
1-12 の⑤）が続く。国際電気は KO210i 以後、携帯電話を発売していない。
国際電気の次にマナーモード表記に移行するメーカはパナソニックで、2002（平成 14）年発売
の P2002（表 1-15 の③）がパナソニック初のマナーモード表記機種である。パナソニックの携帯電
話は P2002 以後の 3G および LTE 方式端末全 59 機種がマナーモード表記となる。2002（平成 14）
年から 2006（平成 18）年までのドライブモード表記 14 機種はすべて 2G 端末である。
パナソニックの次にマナーモード表記に移行するメーカはシャープで、2003（平成 15）年発売
の SH505i（表 1-20 の⑥）がシャープ初のマナーモード表記機種である。シャープの携帯電話は
SH505i 以後の全 56 機種がマナーモード表記となる。
シャープの次にドライブモード表記に移行するメーカは三菱電機で、2005（平成 17）年発売の
D901i が三菱電機初のマナーモード表記機種である。三菱電機の携帯電話は D901i 以後の全 17 機
種がマナーモード表記となる。
三菱電機の次にマナーモード表記に移行するメーカはサンヨーである。2005（平成 17）年発売の
SA700iS がサンヨー初のマナーモード表記機種で、2006（平成 18）年発売の SA702i が続く。サンヨー
は SA702i 以後、携帯電話を発売していない。
サンヨーの次にマナーモード表記に移行するメーカはノキアである。2006（平成 18）年発売の





























































ノキアの次にマナーモード表記に移行するメーカは LG で、2006（平成 18）年発売の SIMPURE L
が LG 初のマナーモード表記機種である。LG の携帯電話は SIMPURE L 以後の全 17 機種がマナーモー
ド表記となる。
LG の次にマナーモード表記に移行するメーカはモトローラである。2006（平成 18）年発売の
M702iS がモトローラ初のマナーモード表記機種で、同年発売の M702iG が続く。モトローラは
M702iG 以後、携帯電話を発売していない。
3.　発信キー、終了キーについて
発信キーは 523 機種すべてには搭載されておらず、終了キーは 523 機種すべてに搭載されてい
る。発信キーは通話開始に、終了キーは通話終了に使用されるが、P-01J の終了キーは電源キーと統
合（表 3-1 の⑭）されている。TZ-802B の発信キーと終了キーは 10 キーの下部に配置されているが、
P-01J では 10 キー上部に配置（図 3-1）されている。
1）全機種に搭載されない発信キー
図 3-17 に、発信キーの表記別の携帯電話機種数を示す。523 機種の内訳は、表記なしが 206 機種、
表記ありが 312 機種、発信キー非搭載が 5 機種である。表記なし→表記ありの移行が起き、表記あ
り機種の比率が増加し、標準的な表記となり P-01J に至る。表記なし機種と表記あり機種が並行し
て発売されるのは 1998（平成 10）年から 2009（平成 21）年まで、2010（平成 22）年以降は全
機種表記ありとなる。
発信キー非搭載の 5 機種は、すべて三菱電機の携帯電話である。初の発信キー非搭載機種は 1999
（平成 11）年に発売された D501i（図 3-17 の②）である。表 3-21 に、発信キー非搭載の D501i、
D502i、D503i、D503iS、D2101V と、発信キー搭載の D504i を示す。発信キー非搭載の 5 機種
121
は、電話番号入力時やリダイヤル選択時などに、決定キーを押下すると発信する仕様となっている。




きます」と記載されている。D502i（表 3-21 の②）、D503i（表 3-21 の③）、D2101V（表 3-21 の⑤）
にもイージーセレクターが搭載されている。D503iS（表 3-21 の④）では、レバー型の操作キーがボ
タン型の上下キーに変わっているが、イージーセレクターと呼称されている。
D501i は三菱電機としての i モードサービス対応の初号機である。「話すケータイから、使うケー
タイへと訴求された i モードに対し、通話開始操作の発信キーを削除してイージーセレクターを搭載
することで、話すケータイから使うケータイへの変化を目指したものと推測する。2002（平成 14）





帯電話発売機種数を示す。表記ありの 312 機種について、表記は 29 種類あるが、標準的な表記に
統一されておらず、機種やメーカ個別の特徴となっている。
2）全機種に搭載される終了キー
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 D501i D502i D503i D503iS D2101V D504i
発売年 1999 2000 2001 2001 2002 2002
形状 フリップ型 フリップ型 フリップ型 二つ折り型 フリップ型 二つ折り型
発信キー 決定キー 決定キー 決定キー 決定キー 決定キー 発信キー


















































































































































































































































































































































































































































































































図 3-18 に、終了キーの表記別の携帯電話機種数を示す。523 機種の内訳は、終了キーが 101 機
種、電源／終了キーが 419 機種、電源／終了キーと終了キー搭載が 3 機種である。終了キー→電源
／終了キーの移行が起き、電源／終了キー機種の比率が増加し、標準的な表記となり P-01J に至る。
終了キー機種と電源／終了キー機種が並行して発売されるのは 1996（平成 8）年から 2000（平成
12）年までと、2006（平成 18）年、2008（平成 20）年である。2006（平成 18）年と 2008（平
成 20）年の終了キー搭載の 3 機種 NM850iG、NM705i、NM706i のメーカはノキアである。
電源／終了キーと終了キー搭載の 3 機種は、すべて三菱電機の携帯電話である。初めて 2 つの終
了キー（電源／終了キーと終了キー）が搭載される携帯電話は、2000（平成 12）年発売の D209i（図
3-18 の②）である。表 3-23 に電源／終了キーと終了キー搭載の D209i、D210i、D211i と電源／終




























































① ② ③ ④
機種名 D209i D210i D211i D251i
発売年 2000 2001 2001 2002
形状 フリップ型 フリップ型 フリップ型 二つ折り型
終了キー 電源／終了キーと終了キー 電源／終了キーと終了キー 電源／終了キーと終了キー 電源／終了キー
ソフトキー 2 2 2 2
イメージ
表 3-23　終了キーを 2つ搭載するD209i、D210i、D211i と、終了キーを 1つ搭載するD251i
124
が変わるため、D501i、D502i、D503i、D503iS、D2101V では表記がない。D209i（表 3-23 の①）、
D210i（表 3-23 の②）、D211i（表 3-23 の③）はソフトキーに発信と終了を表記している。当時の
50 シリーズはハイエンドモデル、20 シリーズは普及モデルという位置づけであったため、20 シリー
ズの D209i、D210i、D211i には通話機能を明示するために発信と終了を表記したため、2 つの終了キー
搭載となったと推測する。2002（平成 14）年発売の D251i（表 3-23 の④）では、終了キーが 1 つ
に戻り、イージーセレクターもカーソルキー（4 方向キー＋決定キー）へと変化している。
終了キーに電源キーが統合された初の機種は、1996（平成 8）年発売の SA101（図 3-18 の①）である。
表 3-24 に、終了キーの表記別の携帯電話発売機種数を示す。終了キーには 3 種類の表記があり、電
源／終了キーには 4 種類の表記がある。電源／終了キー搭載の 419 機種のうち 115 機種が P-01J と
同じく、電源と終了の 2 項目を 1 つのキーに対し表記している。419 機種のうち 300 機種が、電源
と終了と応答保留の 3 項目を 1 つのキーに対し表記している。
3）発信キーと終了キーの配置
図 3-19 に、発信キーと終了キーの配置別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、10 キー
下部配置が 32 機種、10 キー上部配置が 43 機種、10 キー隣接上部配置が 446 機種、10 キー横配
置が 1 機種、10 キー隣接上部とサイド配置が 1 機種である。10 キー下部→ 10 キー上部→ 10 キー
隣接上部の移行が起き、10 キー隣接上部配置機種の比率が増加し、標準的な配置となり P-01J に至る。
10 キー上部配置機種と 10 キー隣接上部配置機種が並行して発売されるのは、1994（平成 6）年か
ら 2005（平成 17）年までと、2011（平成 23）年である。
初の 10 キー上部配置機種は、1994（平成）6 年発売のデジタル・ムーバ D（図 3-19 の①）である。















































































































































































































































































































































































10 キー横配置の 1 機種は、2002（平成 14）年発売の D2101V（図 3-19 の③）で、発信キーは
搭載されておらず、終了キーが 10 キーの右横に配置（表 3-21 の⑤）されている。10 キー隣接上部
配置とサイド配置の 1 機種は、2007（平成 19）年発売の L704i（図 3-19 の④）で、発信キーは 10 キー
隣接上部配置で終了キーが側面配置［注 66］である。
表 3-25 に、発信キー・終了キーの配置および外観形状別の携帯電話発売機種数を示す。10 キー
上部配置の 43 機種の内訳は、ストレート型が 18 機種、フリップ型が 20 機種、二つ折り型が 2 機種、
回転型が 2 機種、スライド型が 1 機種で、フリップ型が最多機種を占める。フリップ型 20 機種のう
ち 15 機種がフリップの外側に発信キー・終了キーを配置している。
4.　考察





10 キーのアルファベット表記は、当初 0 キーに QZ、7 キーに PRS、9 キーに WXY が表記（QZ
型）されているが、0 キーに QZ 表記なし、7 キーに PQRS、9 キーに WXYZ が表記（noQZ 型）さ
れるようになる。移行時期（図 3-4）は 1996（平成 8）年から 2000（平成 12）年である。QZ 型
は、日本語入力時と英語入力時で作法が異なる。日本語入力時に 7 キーを押下すると「ま→み→む」
のように順送りの入力となるが、英語入力時は「P → R → S」となり、操作の一貫性がない。携帯電
話の売り切り制度が開始され、メーカの独自性が発揮されるとソニーや京セラが noQZ 型へ移行した。
ソニーはジョグダイヤルでの文字入力も可能であるため、7 キーで「P」を入力後にジョグダイヤル
を回転させて「P → Q → R」のようにアルファベット順で入力することができた。QZ 型のキーの場
合はジョグダイヤル入力と齟齬が起きるため noQZ 型を採用したと推測する。


































































































































































































































































































































































































＊キーのドライブモード表記への移行時期（図 3-15）は、1998（平成 10）年から 2008（平成
20）年である。パナソニックだけが＊キーにドライブモード表記機種とマナーモード表記機種を混
在して発売（表 3-19）していた。2G 端末は＊キーにマナーモード表記、3G 端末は＊キーにドライ
ブモード表記で 3G 端末の P2101V だけが例外である。第 1 章第５節第８項で述べたように、パナ





















































  1）　ムーバ R Ⅱ（後期型）：資料 3-1 参照
  2）　NM206 は漢字ショートメールサービスに対応し漢字でメッセージ入力が可能であるが、電話帳の名前登録には漢字
　　  を使用できない。NM156、NM157 も同様である。
  3）　i モードの電子メール訴求：資料 3-2 参照
  4）　SH201：資料 3-3 参照
  5）　P205：資料 3-4 参照
  6）　1998（平成 10）年発売の P302 は、1997（平成 9）年発売の P301 のマイナーチェンジ機種のため漢字電話帳機能
　　  は搭載されていない。
  7）　N207：資料 3-5 参照
  8）　F207：資料 3-6 参照







16）　北米の電話機：北米の電話会社 AT&T は 1949（昭和 24）年に 500 型電話機を発売。ダイヤル 0 にはオペレーターコー
　　  ルが割り当てられており QZ の表記はない。ダイヤル 7 には PRS が表記、ダイヤル 9 には WXY が表記されている。




























42）　ドライブモードサービスは、2005（平成 17）年 11 月に機能追加があり名称が「公共モード」に変更されたが、
　　   本論では両者とも「ドライブモード」と記す。
43）　スピーカー：拡声機能
44）　NTT ドコモ、報道発表資料『パケット通信等における国際ローミングサービスの提供開始及び FOMA 初 国際ローミ




















64）　D504i のカーソルキーは、斜め入力が可能な 8 方向キーであり、イージーセレクタープラスと呼称されている。
65）　鈴木晴夫：松下通信工業株式会社 パーソナルコミュニケーション事業部 商品企画部 課長（当時）
66）　L704i：資料 3-44 参照
写真出典：









P-01J には単独の電源キーはなく、終了キーに電源キーが統合され電源／終了キーとなる（表 4-1 の
①）。TZ-802B には正面にリダイヤルキーがあるが、P-01J には単独のリダイヤルキーはなく、カー
ソルキーの右キーにリダイヤル機能が割り当てられている（表 4-1 の②）。TZ-802B には側面に音量
調節キーがあるが、P-01J には単独の音量調節キーはなく、カーソルキーの上下キーに音量調節機能
が割り当てられている（表 4-1 の③）。TZ-802B には側面にロックキーがあるが、P-01J にはロックキー
は搭載されていない（表 4-1 の④）。
2.　電源キーについて
図 4-1 に、電源キー種別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、電源キー搭載が 101 機種、
電源／終了キー搭載が 422 機種である。電源キー搭載→電源／終了キー搭載の移行が起き、電源／
終了キー搭載機種の比率が増加し、標準的な操作キーとなり P-01J に至る。電源キー→電源／終了キー
への移行は、1996（平成 8）年から 2008（平成 20）年にまでに起き、2009（平成 21）年以降の








































































⑤ ⑥ ⑦ ⑧
機種名 ムーバFⅢ SH201 N206 N207
発売年 1995 1997 1998 1998





































































































































































































































































































搭載の 3 機種が発売される。この 3 機種（図 4-1 の②）のメーカは、ノキアである。ノキアの携帯
電話は 523 機種中 14 機種（表 1-35 の⑧）であり、14 機種すべてが電源キー搭載である。この 3
機種を例外とすると、普及期（1994-2000）に移行が起き、成熟期（2001-2008）以降は全機種電
源／終了キー搭載で統一される。 
表 4-2 に、電源キーと電源／終了キーの例を示す。TZ-802B（表 4-2 の①）はスライド型の電源キー、
1989（平成元）年発売の TZ-803B（表 4-2 の②）はプッシュボタン型である。1994（平成 6）年発
売のムーバ D Ⅱ（表 4-2 の③）の電源キーにはカナ／英字、1995（平成 7）年発売のムーバ N Ⅱ（後
期型）（表 4-2 の④）にはクリア、同年発売のムーバ F Ⅲ（表 4-2 の⑤）にはコール、1997（平成
9）年発売の SH201（表 4-2 の⑥）には文字／採用、1998（平成 10）年発売の N206（表 4-2 の⑦）
には漢／カナ／英、同年発売の N207（表 4-2 の⑧）には文字が割り当てられている。
初の電源／終了キー搭載機種は 1996（平成 8）年発売の SA101（図 4-1 の①、表 4-2 の⑨）で、
同年発売の P201（表 4-2 の⑩）には電源／終了／応答保留キー、1998（平成 10）年発売の ER205（表
4-2 の⑪）には電源／終了／ NO キー、1999（平成 11）年発売の N501i には電源／終了／応答保留
／ END キーが搭載されている。
表 4-3 に、電源キー種別（詳細）の携帯電話発売機種数を示す。1994（平成 6）年から 2000（平
成 12）年まで、電源キーに文字入力関連（カナ／英字、クリア、文字／採用、漢／カナ／英、文字）
や電話帳関連（コール）機能が割り当てられている。1996（平成 8）年に電源／終了キー搭載機種
発売後、2000（平成 12）年まで、4 種類（電源／終了、電源／終了／応答保留、電源／終了／ NO、
電源／終了／応答保留／ END）の電源／終了キー搭載機種が発売されているが、2001（平成 13）
年以降は 2 種類（電源／終了、電源／終了／応答保留）となり、P-01J の電源／終了キー搭載に至る。
3.　リダイヤルキーについて
図 4-2 に、リダイヤルキー種別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、リダイヤルキー
搭載が 118 機種、その他キー割当が 26 機種、カーソルキー割当が 344 機種、ソフトキー割当が 35
機種である。リダイヤルキー搭載→カーソルキー割当の移行が起き、カーソルキー割当機種の比率が
増加し、標準的な操作キーとなり P-01J に至る。リダイヤルキー搭載機種の発売は 2003（平成 15）
年が最後で、2009（平成 21）年以降は全機種カーソルキー割当となる。2006（平成 18）年と 2008（平
成 20）年にその他キー割当の 3 機種（図 4-2 の⑤）が発売される。この 3 機種のメーカはノキアである。
ノキアの携帯電話全 14 機種はリダイヤルキーを搭載しておらず、4 機種が GUI 操作、10 機種がそ
の他キー割当である。
表 4-4 に、リダイヤルキー、その他キー割当、カーソルキー割当、ソフトキー割当の例を示す。
TZ-802B（表 4-4 の①）にはリダイヤルキー、1996（平成 8）年発売の P201（表 4-4 の②）にはリ
ダイヤル／クリアキー、1997（平成 9）年発売の KO203（表 4-4 の③）にはリダイヤル／マナーキー、
1998（平成 10）年発売の SH206（表 4-4 の④）にはリダイヤル／ショートメールキー、1999（平





































































その他キー割当の初機種は、1995（平成 7）年発売の NM2080（図 4-2 の①、表 4-4 の⑦）で、発信キー
にリダイヤル機能が割り当てられている。1996（平成 8）年発売の KO101（表 4-4 の⑧）では呼出
キーに、1997（平成 9）年発売の NM201（表 4-4 の⑨）では＊キーに、1998（平成 10）年発売の
D206（表 4-4 の⑩）では上下キーの下キーに、1999（平成 11）年発売の ER207（表 4-4 の⑪）で
はサイドキーにリダイヤル機能が割り当てられている。
カーソルキー割当の初機種は、1997（平成 9）年発売の R203（表 4-4 の⑫）で、下キーにリダ
イヤル機能が割り当てられている。1999（平成 11）年発売の N501i（表 4-4 の⑬）では右キーに、
2000（平成 12）年発売の SH811（表 4-4 の⑭）では左キーにリダイヤル機能が割り当てられている。
ソフトキー割当の初機種は、1999（平成 11）年発売の D501i（表 4-4 の⑮）で、右ソフトキーに
リダイヤル機能が割り当てられている。
表 4-5 に、リダイヤルキー種別（詳細）の携帯電話発売機種数を示す。単独のリダイヤルキー搭
載機種は 86 機種で 2000（平成 12）年まで発売されている。他の機能と統合されたリダイヤルキー
は、リダイヤル／クリアキーが 28 機種、リダイヤル／マナーが 4 機種、リダイヤル／ショートメー
ル、リダイヤル／コール、リダイヤル／検索／変換は各 1 機種に搭載されている。2003（平成 15）
年発売のリダイヤル／クリアキー搭載機種（N211iS）を最後に、リダイヤルキーの搭載機種は発売
されていない。
リダイヤル機能がその他キーに割り当てられる機種は、発信キー割当 10 機種、呼出キー割当 2 機
種、＊キー割当 5 機種、下キー割当 7 機種、サイドキー割当 2 機種で、2006（平成 18）年と 2008
（平成 20）年発売の 3 機種（NM850iG、NM705i、NM706i）は発信キー割当である。
標準的な操作キーとなるリダイヤル機能のカーソルキー割当は、下キー割当 21 機種、右キー割当
138
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 TZ-802B P201 KO203 SH206 R207 SH811
発売年 1987 1996 1997 1998 1999 1999
種別 リダイヤルキー クリア マナー ショートメール コール 検索／変換
イメージ
⑦ ⑧ ⑨ ⑪
機種名 NM2080 KO101 NM201 ER207
発売年 1995 1996 1997 1999































299 機種、左キー割当 24 機種で、カーソルキー割当の中で右キー割当が標準的な操作キーとなり
P-01J に至ることが確認できる。2011（平成 23）年発売機種から、左キーに発着信履歴（リダイヤ
ルと着信履歴を一覧する機能）が割り当てられている。第 1 章第６節にて、パレット UI と呼称され
る待受／ホーム画面機能が搭載され、MyFACE と呼称されるウェブコンテンツを表示する仕様となる
と記した。パレット UI 搭載機種（表 1-31）は、デフォルトで右キーに MyFACE が割り当てられて
いるため、左キーに発着信履歴が割り当てられている。リダイヤルの左キー割当機種 24 機種中 19












































































































































































































































































































































































図 4-3 に、音量調節キー種別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、音量調節キー搭
載が 281 機種、＊＃キー割当が 9 機種、その他キー割当が 16 機種、カーソルキー割当が 217 機種
である。2015（平成 27）年発売以降の 5 機種（F-05G、SH-06G、P-01H、SH-01J、P-01J）は全機
種カーソルキー割当であるが、2014（平成 26）年発売までの機種では音量調節キー搭載も継続して
おり、カーソルキー割当が標準的な UI であるとは言えない。
音量調節機能を＊＃キーに割り当てる初の機種は、1995（平成 7）年発売の D101（図 4-3 の①）
である。初のその他キー割当機種は、1996（平成 8）年発売の KO101（図 4-3 の②）で左右キー（表
4-4 の⑧）に音量調節が割り当てられている。その他キー割当 16 機種の内訳は左右キー割当 6 機種、




図 4-4 に、ロックキー種別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、ロックキー搭載
が 79 機種、非搭載が 444 機種である。初のロックキー非搭載機種は 1991（平成 3）年発売の TZ-
803B である。その後、二つ折り型やフリップ型など誤操作が起きにくい形状の携帯電話においてロッ
クキー非搭載機種が続き P-01J に至る。523 機種中、二つ折り型携帯電話は 246 機種（表 1-36 の②）、
フリップ型は 38 機種（表 1-36 の③）、回転二軸二つ折り型が 55 機種（表 1-36 の⑥）、W オープン













































































源 ON）にする必要がある。携帯電話とは、常時電源を ON にすることで通話目的が果たせる機器で
あり、電源キーの使用頻度は本来低いものである。待受時間が増加すると、バッテリー消費を抑える
ための電源 OFF 操作の必要性は低下する。
図 4-5 に、待受時間別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、1 日以下が 17 機種、1
日 -7 日が 66 機種、7 日以上が 440 機種である。待受時間が増加し、7 日以上が標準となり P-01J
に至る。待受時間が初めて１日を超えたのは 1993（平成 5）年発売のデジタル・ムーバ 3 機種（図
























































電源キー→電源／終了キーの移行期間（図 4-5 の③）は 1996（平成 8）年から 2000（平成 12）
年までであるが、待受時間の 1 日 -7 日→ 7 日以上への移行期間と一致することが確認できる。待受
時間の増加に伴い、電源を切る操作頻度が低下し、単独の電源キーが削除され電源／終了キーへ変化
したと推測する。
2001（平成 13）年から 2004（平成 16）年にかけて待受時間が 1 日 -7 日の機種が 7 機種（図 4-3 の④）
ある。これらは N2001、P2101V、N2002、D2101V、P2002、T2101V、N900iG で、すべて FOMA（3G）
である。N2001 は FOMA の初号機であり、以降 P2101V、N2002、D2101V、P2002、T2101V の










































































































キー押下→ 2 キー押下→ 4 キー押下と複雑であり、リダイヤル機能のようにワンタッチアクセスは
できなかった。
着信履歴機能はその後、件数増加、直接発信可能、着信者名表示などの機能追加がなされ、リダイ





































本章では、初号機 TZ-802B と最新機種 P-01J を比較して、追加された操作キーに着目、523 機種
について網羅的な調査を実施し、追加された操作キーの変遷を明らかにする。
追加された操作キーは、ソフトキー、カーソルキー、クリアキー、ワンタッチキー、ショートカッ
トキー、オープンキーである。図 5-1 に、追加された操作キーを示す。ソフトキー（図 5-1 の①）は
4 個搭載されており、待ち受け時の割当機能（メニュー、カメラ、メール、ブラウザ）が表記されて
いる。カーソルキー（図 5-1 の②）は 4 方向キーと決定キーの 5 個（上、下、左、右、決定）から
構成されている。クリアキー（図 5-1 の③）は、操作を 1 つ前の状態に戻したり、入力した文字や
電話番号を消去する際に使用する操作キーである。ワンタッチキー（図 5-1 の④）は、よく使う機能
や連絡先を登録し、登録した機能へアクセスする操作キーである。ショートカットキー（図 5-1 の⑤）




図 5-2 に、ソフトキー個数別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、ソフトキー非搭
載機種が 139 機種、ソフトキー 2 個搭載機種が 180 機種、3 個搭載機種が 2 機種、4 個搭載機種が
202 機種である。ソフトキー非搭載→ソフトキー 2 個搭載→ソフトキー 4 個搭載の移行が起き、ソ
フトキー 4 個搭載機種の比率が増加し、標準的な操作キーとなり P-01J に至る。ソフトキー非搭載








フトキー 2 個搭載→ソフトキー 4 個搭載の移行は、2004（平成 16）年から 2009（平成 21）年
までに起き、2010（平成 22）年以降の発売機種はすべてソフトキー 4 個搭載機種となる。普及期
（1994-2000）にソフトキー 2 個搭載が開始され、成熟期（2001-2008）にソフトキー 4 個搭載へ
の移行をほぼ完了する。2009（平成 21）年発売のソフトキー 2 個搭載機種は L-03A［注 1］だけで
ある。
表 5-2 に、ソフトキー 2 個搭載、3 個搭載、4 個搭載の例を示す。初のソフトキー 2 個搭載機種は、
1995（平成 7）年発売の NM2080（図 5-2 の①、表 5-2 の①）である。ソフトキー自体には表記が
なく画面にガイダンスが表示される。初のソフトキー 3 個搭載機種は、2000（平成 12）年発売の
KO209i（図 5-2 の②、表 5-2 の②）［注 2］で、翌年発売の KO210i［注 3］が続く。どちらもメー
カは国際電気である。KO209i、KO210i ともソフトキー自体に表記はされていない。初のソフトキー



















































































































































































































































































































































表 5-3 に、通信方式およびソフトキー搭載個数別の携帯電話発売機種数を示す。1G の携帯電話 23
機種はすべてソフトキー非搭載である。2G の携帯電話 222 機種のうち、ソフトキー非搭載は 113
機種、ソフトキー 2 個搭載は 107 機種、ソフトキー 3 個搭載は 2 機種で、ソフトキー 4 個搭載機種
はない。3G 以降の携帯電話 278 機種のうち、ソフトキー非搭載は 3 機種、ソフトキー 2 個搭載は
73 機種、ソフトキー 3 個搭載はなく、ソフトキー 4 個搭載は 202 機種である。ソフトキー 4 個搭
載機種はすべて 3G 以降の携帯電話である。
3.　カーソルキーについて
図 5-3 に、カーソルキー種別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、カーソルキー非








































































る。カーソルキー非搭載→ 4 方向キー搭載→ 4 方向＋決定キー搭載の移行が起き、4 方向＋決定キー
搭載機種の比率が増加し、標準的な操作キーとなり P-01J に至る。カーソルキー非搭載→ 4 方向キー
搭載→ 4 方向＋決定キーの移行は、1997（平成 9）年から 2008（平成 20）年までに起き、2009（平
成 11）年以降の発売機種はすべて 4 方向＋決定キー搭載機種となる。普及期（1994-2000）にカー
ソルキー搭載が開始され、成熟期（2001-2008）に 4 方向＋決定キー搭載への移行を完了する。
表 5-4 に、カーソルキー搭載機種の例を示す。初の 4 方向キー搭載機種は、1997（平成 9）年に





初の 4 方向＋決定キー搭載機種は、1999（平成 11）年発売の F501i（図 5-3 の②、表 5-4 の②）
である。F501i は i モードサービス対応の初号機であり、決定キーに i モードが割り当てられている。
4 方向キーが十字形に配置されており、R203 と比較するとカーソルキーらしい印象を受ける。i モー
ドサービスは、端末の「ナビゲーションキー」を訴求（図 5-4）しており、501i シリーズ 4 機種の
うち 3 機種（F501i、N501i、P501i）がカーソルキー（4 方向＋決定キー）を搭載し、D501i はイー
ジーセレクターと呼称される操作キーを搭載している。
表 5-5 に、通信方式およびカーソルキー種別の携帯電話発売機種数を示す。1G の携帯電話 23 機
種はすべてカーソルキー非搭載である。2G の携帯電話 222 機種のうち、カーソルキー非搭載は 114
機種、4 方向キー搭載は 29 機種、4 方向＋決定キー搭載は 79 機種である。3G 以降の携帯電話 278
機種のうち、カーソルキー非搭載は 2 機種、4 方向キー搭載機種はなく、4 方向＋決定キー搭載は
276 機種である。3G 以降の携帯電話でカーソルキー非搭載の 2 機種は、2002（平成 14）年発売の







































































































































































































































































































図 5-1 に、クリアキー種別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、クリアキー非搭載
が 1 機種、　クリアキー（単独表記）搭載が 151 機種、クリアキー（複数表記）搭載が 337 機種、
ソフトキー割当が 34 機種である。クリアキー非搭載→クリアキ （ー単独表記）搭載→クリアキ （ー複
数表記）搭載の移行が起き、クリアキー（複数表記）搭載機種の比率が増加し、標準的な操作キーと
なり P-01J に至る。クリアキー非搭載→クリアキー（単独表記）搭載の移行は、1989（平成元）年
発売の TZ-803B（図 5-5 の①）で起きる。クリアキー（単独表記）搭載→クリアキー（複数表記）




表 5-6 に、クリアキー種別の例を示す。初のクリアキー（単独表記）は 1989（平成元）年発売
の TZ-803B（図 5-5 の①、表 5-6 の①）である。初のクリアキー（複数表記）は 1995（平成 7）年
発売のムーバ N Ⅱ（後期型）（図 5-5 の②、表 5-6 の②）であり、電源／クリアキーとして搭載され
ている。クリアキー（複数表記）は 23 種類（表 5-6 の②〜㉔）ある。初のソフトキー割当機種は、
1998（平成 10）年発売の NM206（図 5-5 の③）である。
表 5-7 に、クリアキー種別（詳細）の携帯電話発売機種数を示す。23 種類のクリアキ （ー複数表記）
のうち電源／クリアキー（表 5-6 の②）、クリア／消去キー（表 5-6 の③）、クリア／音量大キー（表
5-6 の④）、クリア／代理キー（表 5-6 の⑥）、メモ／クリアキー（表 5-6 の⑦）、伝言／クリア／代
理キー（表 5-6 の⑧）、ドライブ／クリアキー（表 5-6 の⑨）、クリア／ミュートキー（表 5-6 の⑩）、







































































⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
機種名 P201 SH201 TS206 SH206 SH206 ER205











⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯
機種名 N207 SA207 F601ev F501i N501i SH811











⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒
機種名 N811 F504i D504i F212i D701i L601i





















































































































































































































































































































































































































































































（表 5-6 の⑭）、クリア／戻る／ STOP キー（表 5-6 の⑮）の 12 種類が各 1 機種のみ発売されている。
リダイヤル／クリアキー（表 5-6 の⑤）は 26 機種、クリア／戻るキー（表 5-6 の⑪）は 14 機種、
保留／クリアキー（表 5-6 の⑯）は 3 機種、クリア／戻る／保留キー（表 5-6 の⑰）は 2 機種、ク
リア／アプリキー（表 5-6 の⑱）は 117 機種、クリア／ボイスキー（表 5-6 の⑲）は 3 機種、クリ
ア／カレンダーキー（表 5-6 の⑳）は 2 機種、ch ／クリア／アプリキー（表 5-6 の㉑）は 143 機種、
クリア／スピーカーキ （ー表 5-6 の㉒）は 2 機種、クリア／ウィジェットキ （ー表 5-6 の㉓）は 9 機種、
ch ／クリアキー（表 5-6 の㉔）は 4 機種発売されている。P-01J には ch ／クリアキー（表 5-6 の㉔）
が搭載されている。
5.　ワンタッチキーについて
図 5-6 に、ワンタッチキー種別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、ワンタッチキー
非搭載が 507 機種、ワンタッチキー 3 個搭載が 10 機種、4 個搭載が 4 機種、2 個搭載が 2 機種で
ある。初のワンタッチキー 3 個搭載機種は、2005（平成 17）年発売の SH851i（図 5-6 の①）である。
SH851i は「DOLCE［注 5］」という商品名で「上質な使い心地。本物を愛する大人たちへ」と訴求
されている。初のワンタッチキー 4 個搭載機種は、2008（平成 20）年発売の L705i（図 5-6 の②）で、
L706ie、L-03A、L-10C が続く。ワンタッチキー 4 個搭載機種のメーカは LG である。初のワンタッ
チキー 2 個搭載機種は、2010（平成 22）年発売の L-01C（図 5-6 の③）で、翌年発売の P-04C が
続く。ワンタッチキー搭載機種は全 16 機種と少数であるが、近年搭載機種の比率が増加し、2016（平



































































図 5-7 に、オープンキー搭載別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、オープンキー
非搭載が 452 機種、オープンキー搭載が 71 機種である。
初のオープンキー搭載機種は、2002（平成 14）年発売の P504i である。初の二つ折り型携帯電
話である 1991（平成 3）年発売のムーバ N は、閉じたときの厚みが約 32mm（S バッテリー搭載
時）で、指のサイズと比較して厚かったため、開く際の指がかりを構成することができた。また重
量が約 280g であったため、オープンキーで開くためには大型で強力なバネが必要であった。よって
ムーバ N にはオープンキーが不要であり、かつ搭載が困難であった。P504i（図 5-7 の①）は、厚さ
16.8mm（ムーバ N の約半分）となり、開く際の指がかりを構成しにくくなった。また、重さは 99g
（ムーバ N の約 35%）となり、オープンキーで開くためのバネを小型化できた。以後、パナソニック
製の二つ折り型携帯電話にオープンキーの搭載が続く。




パナソニック、三菱電機に続き、2008（平成 20）年発売の N706ie、2011（平成 23）年発売の
F-02D、2015（平成 27）年発売の SH-06G にオープンキーが搭載される。2015 年以降は全機種オー




































































ノキアの携帯電話は 14 機種全てがソフトキー 2 個搭載であるが、2005（平成 17）年以降に発売







初のカーソルキー搭載機種である 1997（平成 9）年発売の R203 は、カーソル機能が従属的に割







成 11）年発売の P501i［注 9］ではコマンドナビゲーションボタンと称するスティック型のカーソ
ル／決定キーを搭載し占有面積を小さくする工夫がみられる。スティック型のカーソル／決定キーは
全 7 機種（すべてストレート型携帯電話）に搭載されたが標準的な UI とならなかった。スティック
型デバイスの特性上、筐体よりスティックを突出させる必要があり、二つ折り型携帯電話には搭載が
159






























フトキーは普及期に 2 個搭載で登場、成熟期に 4 個搭載となり、画面に応じた機能割当が増加した。




































本章では、初号機 TZ-802B から最新機種 P-01J に至る間に追加されて削除された操作キーに着目、
523 機種について網羅的な調査を実施し、追加後に削除された操作キーの変遷を明らかにする。
図 6-1 に、初号期 TZ-802B から 2 号機 TZ-803B を経て 3 号機ムーバ（図はムーバ P、ムーバ初号
機のキー配置は 4 機種共通）に至る過程における、操作キーの追加と削除を示した。TZ-802B から
TZ-803B への過程で、正面に操作キーが 6 個追加された。6 個は電源キー、F キー、音量キー、メモ
リキー、クリアキー、コールキーで 10 キー上部に配置された。そのうち電源キーは底面（TZ-802B）
からの移動、音量キーは側面（TZ-802B）からの移動であり、新規に追加された操作キーは F キー、
メモリキー、クリアキー、コールキーの 4 個（図 6-1 の①）である。
TZ-803B からムーバへの過程で、カナ／英字キーが追加（図 6-1 の②）された。TZ-802B で側面
に配置され、TZ-803B で正面右上に移動した音量キーは、ムーバで再び側面に移動した。ムーバの F
キーは F ／小文字キーへと変化した。














































































メニュー機能がなく、F キーと 10 キーの組み合わせで設定を切り替える仕様である。例えば「F+3」
でボタン確認音の ON/OFF が可能であり、ボタン確認音 ON 時に「F+3」押下でボタン確認音 OFF に、
タン確認音 OFF 時に「F+3」押下でボタン確認音 ON に設定が変更される、トグル形式の操作仕様で
ある。
ムーバにおいて、F キーは F ／小文字キーへ変化する。F ／小文字キーは、文字入力時は小文字入
力キーとして、それ以外は F キーとして機能するキーである。状況に応じて押下した際の機能が変化
するダブルファンクションキーとなる。「F+ ◯」で実行できる機能が増え、「F+11」のように二桁数






ムーバ以降、F キーを機能キーと呼称する機種（国際電気製の 6 機種）や F ／変換のように表記す
る機種（JRC 製、シャープ製、東芝製の 5 機種）などの発売が続くが、F キー搭載機種は減じ、メニュー
機能搭載機種が増加する。
図 6-2 に、F キーやメニューキー別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、F キー非搭
載が 1 機種、　F キー／機能キー搭載が 81 機種、F キーのジョグ割当が 11 機種、メニュー機能のソ
フトキー割当が 226 機種、メニューキー搭載が 108 機種、メニュー機能の GUI 割当が 91 機種、メ
ニュー機能の決定キー割当が 5 機種である。図 6-2 からは、F キー非搭載→ F キー／機能キー搭載
図 6-2　F キー／機能キー／メニューキーなどの操作キー別の携帯電話発売機種数
163
→ F キーのジョグキー割当の順に変化し、F キー搭載が減少し、メニュー機能のソフトキー割当→メ
ニューキー搭載→メニュー機能の GUI 割当→メニュー機能の決定キー割当の順に発売され、メニュー
機能のソフトキー割当が標準的操作キーとなり P-01J に至る。
F キーを搭載した初の携帯電話は、1989（平成元）年発売の TZ-803B（図 6-2 の①）である。F
機能のジョグキー割当の初機種は、1994（平成 6）年発売の CM-D800（図 6-2 の②）である。CM-
D800 はソニー製の携帯電話で、側面にジョグダイヤルと呼称される回転／プッシュ型の操作キーが
搭載され、ジョグダイヤル押下によって F キー押下同様の機能を実行することができた。CM-D800





メニューキーを搭載した初の携帯電話は、1996（平成 8）年発売の P201（図 6-2 の④）で、メニュー
キー押下によってFキー押下同様の機能を実行することができた。P201以外の他のムーバ201シリー
ズは全て F キー搭載で、by シリーズの SO201（ジョグキー割当）と NM201（ソフトキー割当）は F キー
非搭載であった。その後富士通や三菱電機もメニューキーを搭載し、F キーは徐々に非搭載となり、
ムーバ 207 シリーズにおいて全機種 F キー非搭載となる。ただし、by シリーズでは SA207 など F キー
搭載機種もあった。
メニュー機能を GUI に割り当てた初の携帯電話は、1999（平成 11）年発売の P501i（図 6-2 の⑤）
である。i モード対応の初号機 501i シリーズは全機種 F キー非搭載で、メニューキー搭載もしくは
メニュー機能の GUI 割当となった。同年発売の 208 シリーズは by シリーズも含めた全機種が F キー
非搭載となり、メニューキー搭載もしくはメニュー機能の決定キー割当となった。メニュー機能が決










を示した。523 機種の内訳は、コールキー非搭載が 1 機種、　コールキー／呼出キー搭載が 95 機種、












































































が 6 機種、電話帳機能の決定キー割当が 23 機種、電話帳機能の GUI 割当が 3 機種、電話帳機能のカー





コールキーが搭載された初の携帯電話は、1989（平成元）年発売の TZ-803B（図 6-3 の①）であ
り、コールキー、メモリキーが対となって搭載された。以降、コールキー、メモリキーの搭載が続く
が、1994（平成 6）年に発売された CM-D800 はジョグダイヤルを搭載し、メモリダイヤルの呼び
出しにもジョグダイヤルが使用されたため、コールキーは非搭載となった。翌年発売の SO101 もジョ
グダイヤルが搭載され、ジョグダイヤルを使用してメモリダイヤル登録も行う仕様となった。前期種
の CM-D800 はメモリキー搭載／コールキー非搭載であったが、SO101 はメモリキー非搭載／コー
ルキー搭載と、搭載キーが逆転しており、メーカの試行錯誤が伺える。
コールキー、メモリキーともに非搭載となる初の携帯電話は、1995（平成 7）年発売の NM2080












た。翌 1998（平成 10）年発売の R206（図 6-3 の④）はマジック Q と呼称されるサイドキーが搭
載されており電話帳機能が割り当てられていた。P205 や R206 はムーバシリーズであり、メモリダ
イヤルという携帯電話の基本機能においてもメーカ独自の UI デザインが現れてきた時期であった。





キーに割り当てた機種 N207（図 6-3 の⑤）の発売、1999（平成 11）年には、電話帳機能をカーソ




ソフトキー割当とカーソルキー割当が模索された、ソフトキー割当は 1995（平成 7）年から 2010（平
成 22）年まで、カーソルキー割当は 1999（平成 11）年から最新機種発売の 2016（平成 28）年ま
で続く。ソフトキーの操作キー表記は当初 NM2080 の横線のように具体的な機能を表さないもので









図 6-4 にマナーキーの登場、および、マナー機能の＃キー割当への推移を示した。523 機種の内訳は、
機能搭載なしが 81 機種、　マナーキー搭載が 73 機種、マナー機能の他キー割当が 24 機種、マナー




































































マナーキーの初搭載機種は、1996（平成 8）年発売の P201（図 6-4 の①）で、長押し操作によっ
てマナーモードの ON/OFF を切り替える操作作法であった。専用キーのためコンフリクトはなく、
誤操作防止のために長押し操作としたと推測する。P201 以降マナーキー搭載機種が増加し、2008（平
成 20）年までマナーキー搭載機種が発売された。2003（平成 15）年以降のマナーキー搭載機種 22
機種は全てソニーの携帯電話であることを確認した。マナーキー以外の他のキーに割り当てられた初
の機種は、1997（平成 9）年発売の D203（図 6-4 の②）であり、メモキーにマナー機能が割り当
てられている。他にもリダイヤルキー、文字キー、ボイスキー、ワープキーなどに割り当てられた例
が確認できた。マナー機能の＊キー割当の初の機種は、1999（平成 11）年発売の DE207（図 6-4










































F キーはメニューキーへ移行し、コマンドを覚える必要があるコマンド型 UI から、画面表示を見
ながら操作する対話型 UI へ移行した。対話型 UI では、項目の選択、決定、キャンセル操作が必要で
ある。項目の選択操作はカーソルキーへ、決定操作は決定キーへ、キャンセル操作はクリアキーへ割
り当てられた。対話型 UI はコマンド型 UI と比較し操作手順が長くなるため、ワンタッチ操作が求め







1）　欧州のデジタル方式 GSM に対応した端末 NOKIA2110 が外観も操作性も共通であるため、NM2080 のベース機種で
　　あると推測する
写真出典：





























削除は、1999（平成 11）年発売の D501i（三菱電機における i モードサービス対応の初号機）から
続く 5 機種に見られたが、2002（平成 14）年発売の D504i から再び発信キーが搭載された。発信キー
削除は、通話目的の持ち運べる電話機から、多目的な携帯情報機器への変容を目指したためと推測す
る。三菱電機は、2000（平成）12 年発売の D209i から続く 3 機種においても発信機能をソフトキー
に割り当てていたが、これら 3 機種は発信キーを搭載（ソフトキーに発信の図記号を表記）していた。
















































キーは普及期に 4 方向キーとして登場し、成熟期に 4 方向＋決定キーとなった。片手操作において、
右手でも左手でも同様な操作が可能となるために、カーソルキーとクリアキーは左右方向のセンター
に配置され、4 個のソフトキーがカーソルキー左右に 2 個づつ振り分けられて配置されるようになり、
成熟期後半に統一された UI デザインとなり最新機種に至ったと考察した。
4.　追加された後に削除された操作キーについて







キーに対し一つの機能が割り当てられていた。2 号機 TZ-803B において、多機能化に伴い F キーが
追加され、「F ＋○」操作のコマンド型 UI となった。コマンド型 UI は、ユーザがコマンドを覚える
必要がある。多機能化が進むとユーザはコマンドを覚えきれなくなるため、ソフトキーが搭載され、
画面表示を見ながら操作する対話型 UI の NM2080 が登場した。対話型 UI ではユーザがコマンドを
覚える必要がない。対話型 UI は、項目の選択、決定、キャンセル操作が必要であり、NM2080 では
項目の選択操作に上下キー、決定操作とキャンセル操作にソフトキーを使用していた。さらに多機能
化が進み、GUI で項目選択を行うようになり、上下キーは 4 方向キーに変化していった。決定操作は
決定キー追加、キャンセル操作はクリアキー割当となり、ソフトキーには決定とキャンセル以外の機










以上、NTT ドコモが発売した携帯電話 523 機種の UI デザインにおける操作キーの変遷について、
時系列に沿った網羅的な調査を実施し、4 つの事項を明らかにした。
本論では、携帯電話 523 機種を対象としスマートフォンは対象外とした。2009（平成 21）年以
降を携帯電話の衰退期としたように、通信事業者の主力商品は携帯電話からスマートフォンに変化し
ている。2009（平成 21）年発売の SH-03A は、カメラ搭載、動画配信サービス対応、ワンセグ放送
対応、アプリ追加可能、音楽配信対応、電子マネー対応、Bluetooth 対応、タッチパネル搭載であり、




P-01J の操作キー（第 2 章、図 2-13）を観察すると、ソフトキー 4 個とカーソルキーに表記があり、
すべて待受時の機能を示していることがわかる。これらの表記は待受時以外には意味がない。例えば
日本語入力時（第 2 章、表 2-3 の④）にはソフトキーに別の機能が割り当てられているため、これ
らの表記は UI デザインとしてはノイズになってしまう。つまり日本語入力時よりも待受時に最適化
した設計がなされていると言える。待受時最適化は P-01J に限らない。初のカーソルキー搭載機種







カが 1 社だけあった。初のソフトキー搭載機種である 1995（平成 7）年発売の NM2080（第 5 章、


















利用前、利用中、利用後、利用時間全体の UX という観点からみた UI デザインの評価はどうであ
ろうか。ノキアの携帯電話と P-01J の UI デザインの評価は変わる可能性がある。523 機種の操作キー
の変遷は、提供者の試行錯誤とユーザの受容の繰り返しによってもたらされた。筆者は、本研究を通じ、
提供者の試行錯誤が UI デザインの範疇にとどまっている印象を受けた。UI デザインだけで課題解決
しようとするのではなく、UX という観点から UI デザインで解決しなくても良いこと、あるいは UI
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資料 1-15　「180°スタイル」と訴求された SO505i のカタログ
（携帯電話カタログ、ソニー、2003.5）
-17-





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































さらに iモ ドー  やテレビ電話も楽しめます。  











海外でも iモ ドーが使えて便利！ 
メールアドレスもそのまま！ 
●いつものニュースを iモードでチェック 




























































※パソコンからご利用になる場合、「My DoCoMo ID／パスワ ドー」が必要となります。
























































































1 インカメラ (第 2カメラ )
• テレビ電話利用時などに、自分を撮影します。(P.92 / P.82)
2 ディスプレイ
3 MENUキー
4 開始キー ( )
5 ダイヤルキー
• 電話番号 (P.55 ) や文字を入力 (P.218) します。
( 長押し )：マナーモードに設定 (P.45)
( 長押し )：公共モードに設定 (P.45)
( 長押し )：i モードメニューを表示 (P.93)
6 受話口







9 終了キー ( )


























1 インカメラ (第 2カメラ )
• テレビ電話利用時などに、自分を撮影します。(P.92 / P.82)
2 ディスプレイ
3 MENUキー
4 開始キー ( )
5 ダイヤルキー
• 電話番号 (P.55 ) や文字を入力 (P.218) します。
( 長押し )：マナーモードに設定 (P.45)
( 長押し )：公共モードに設定 (P.45)
( 長押し )：i モードメニューを表示 (P.93)
( 長押し )：伝言メッセージを聞く (P.213)
6 受話口







9 終了キー ( )
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　　　  M［メニュー］ 
　  対応ボタン　　 ソフトキーの表示
ソフトキーエリア






















































































資料 5-6　NM2080 と同型のNM101 のソフトキー操作説明
（取扱説明書、NTT ドコモ、1996.5）
-79-
資料 5-7　P205（カーソルキー搭載）
（携帯電話カタログ、パナソニック、1997.10）
-80-
資料 5-8　P501i（スティック型のカーソルキー搭載）
（携帯電話カタログ、NTT ドコモ、1999.5）
-81-
資料 5-9　TZ-803B の操作キー説明
（取扱説明書、NTT ドコモ、1989）
-82-
